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「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」

問
題
の
所
在
|
|
二
つ
の
見
解

両
説
の
相
互
批
判
に
お
け
る
諸
論
点

私
見

l
iい
わ
ゆ
る
「
中
間
地
代
」
の
性
格
規
定

問
題
の
所
在
l
l
l
一
一
つ
の
見
解

Jコ
い
て

井

上

周

八

資
本
制
地
代
す
な
わ
ち
差
額
地
代

I
、
差
額
地
代
日
お
よ
び
絶
対
地
代
が
優
等
地
の
農
業
経
営
に
お
い
て
生
じ
た
場
合
、
そ
れ
ら
は
現

象
的
に
は
相
互
に
区
別
さ
れ
た
も
の
と
し
て
発
生
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
三
つ
の
地
代
は
た
だ
優
等
地
の
地
代
と
い
う
形
態
で
統
一

(
1
)
 

的
に
無
差
別
に
現
わ
れ
る
。

(

1

)

た
と
え
ば
差
額
地
代
!
と
差
額
地
代
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
-
述
べ
て
い
る
。
「
差
額
地
代
l
に
あ
っ
て
は
、
差
等
的
諸

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

結
果
ば
絶
対
的
に
き
ロ
ロ

L
E同
E
n
r
区
別
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
ο
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
結
果
は
、
灰
一
別
さ
れ
た
・
相
方
一

ι分
離
し
設
行
し

て
横
た
わ
る
・
土
地
諸
部
分
に
お
い
て
、
エ
ー
カ
ー
あ
た
つ
の
抗
準
と
看
な
さ
れ
乙
出
資
と
こ
れ
に
照
応
す
る
擦
に
γ

的
耕
作
と
の
も
と
で
生
ず
る
か

ら
で
あ
る
o
差
額
地
代

l
一
い
あ
っ
て
は
、
差
位
守
的
諸
結
果
は
、
ま
ず
区
別
さ
れ
う
る
も
の
と
さ
れ
ね
ば
ぷ
ら
ぬ
、
そ
れ
ら
は
事
実
上
、
益
額
池
代
l

に
再
転
形
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
再
上
山
形
は
嵐
述
の
仕
方
で
の
み
行
わ
れ
う
る
。
た
v
と
え
ば
九
六
九
一
員
の
表
一
二
を
と
っ
て
ふ
ょ
う
じ

吟詰!
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七
地

B
は
、
エ
ー
カ
ー
あ
た
り
一
一
%
ポ

γ
ド
の
第
一
次
投
資
に
た
い
し
二
ク
ォ
l
タ
l
、
同
等
な
大
い
さ
の
第
二
次
投
資
に
た
い

L
一
ク
ォ

1
タ
1
、

合
計
、
同
じ
一
エ
ー
カ
ー
で
三
弘
ク
ォ

l
タ
ー
を
も
た
ら
す
c
同
じ
十
地
で
生
ず
る
こ
の
一
一
一
%
ク
ォ

l
タ
ー
を
見
て
も
、
そ
の
う
ち
の
ど
れ
だ
け
が

投
資
!
の
生
産
物
で
あ
り
、
ま
た
ど
れ
だ
け
か
扶
資
E
の
生
産
物
で
あ
る
ル
は
分
か
ら
な
い
c
そ
れ
は
事
実
上
、
総
資
本
五
ポ
ン
ド
の
市
広
物
で
あ

る
o
そ
し
て
現
実
の
事
実
は
、
二
%
ポ
ン
ド
の
資
本
は
ふ
一
グ
ォ

I
タ
ー
を
生
じ
、
五
ポ

γ

!
の
資
本
は
問
グ
ォ

i
タ
ー
で
は
P

〈
¥
三
タ
ォ
l
タ
ー
を
生

じ
た
、
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
一
よ
い
」
会
資
本
論
ニ
イ

γ
ス
テ
ィ
ト
ウ
ト
版
第
一
一
巻
七
七
六
頁
、
長
谷
部
文
雄
訳
じ
日
木
文
庫
版
第
十
二
分
冊
一

O
二

五
六
頁
〕
O

そ
こ
で
こ
の
差
額
地
代

l
・
ー
が
優
等
地
の
絶
対
地
代
と
結
び
つ
い
て
生
ず
る
場
合
、

当
然
地
代
伝
説
の
う
ち

そ
れ
ぞ
れ
い
か
ほ
ど

の
額
、
が
志
願
地
代

I

E
で
あ
り

絶
対
地
代
で
あ
る
か
を
、

土
い
し
れ
ノ
ミ
り
け
り
司
↓
〕
、

ー
、
力
、
R
ノ
イ
l
/レ

区
別
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、

わ
仁
れ
わ
れ
は
と
ら
え



る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
地
代
の
そ
の
よ
う
な
本
質
的
区
別
に
立
つ
と
こ
ろ
の
各
地
代
範
時
の
量
的
把
握
は
、

一
般
的
に
い
え
ば
、

マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
で
展
開
し
た
抽
象
よ
り
目
六
体
へ
の
上
向
法
に
従
い
、
価
値
、
個
別
的
価
値
と
社
会
的
価
値
、
市
場
価
値
、
個
別

的
生
産
価
格
と
市
場
生
産
価
格
、
平
均
利
潤
等
の
諸
範
時
の
把
握
の
上
に
立
ち
、
そ
の
上
で
非
土
地
生
産
部
門
た
る
工
業
か
ら
、
土
地
生

産
部
門
た
る
農
業
へ
の

F

考
L

祭
に
移
り
、
単
純
な
差
額
地
代
た
る
第
一
形
態
、
次
い
で
第
二
形
態
、
最
劣
等
地
の
差
額
地
代
、
絶
対
地
代
の

順
序
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
代
範
時
の
本
質
把
握
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
な
の
で
あ
っ
て
、
思
惟
の
抽
象
力
に
よ
り
、
①
一
定

量
の
標
準
的
資
本
が
工
業
生
産
部
門
に
投
下
さ
れ
、
そ
の
生
産
物
の
価
格
か
ら
平
均
利
潤
が
入
手
さ
れ
る
場
合
、
⑧
同
じ
く
一
定
量
の
襟

進
的
資
本
が
最
劣
等
地
に
投
下
さ
れ
、
そ
の
農
産
物
の
価
格
か
ら
平
均
利
潤
の
ほ
か
絶
対
地
代
を
支
払
い
う
る
場
合
、
⑧
当
該
資
本
が
優

等
地
に
投
下
さ
7

れ
、
農
産
物
価
格
の
う
ち
か
ら
平
均
利
問
、
絶
対
地
代
、
差
額
地
代
ー
が
支
払
わ
れ
る
場
合
、
④
右
の
⑧
の
第
一
次
投
資

の
ほ
か
、
さ
ら
に
追
加
投
資
が
行
な
わ
れ
、
農
産
物
価
格
の
中
か
ら
平
均
利
潤
、
絶
対
地
代
、
差
額
地
代

I
お
よ
び
ヨ
が
支
払
わ
れ
る
場

合
、
等
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
に
単
純
(
抽
象
)
か
ら
複
雑
(
具
体
)

へ
と
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
始
め
て
こ
れ
ら
の
地
代
詩
範
時
が

④
の
場
合
の
如
く
統
一
さ
れ
て
地
代
総
額
と
い
う
形
で
現
れ
て
も
、
地
代
諸
範
時
の
区
別
に
某
一
づ
く
量
的
把
握
が
理
論
的
に
は
可
能
と
さ

れ
る
の
で
あ
る
c

と
こ
ろ
で
『
資
本
論
』
第
六
篇
、
超
過
利
刊
の
地
代
へ
の
転
形
、
に
お
い
て
、

(
2
)
 

へ
と
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
、
が
、
こ
の
場
合
留
意
す
べ
き
は
、
差
額
地
代
論
の
段
階
に
お
い
て
は
最
劣
等
地
は
な
ん
ら
の
地
代
も
も
た
ら

マ
ル
ク
ス
は
ま
ず
差
額
地
代
次
い
で
絶
対
地
代
の
考
察

さ
な
い
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
考
察
が
行
な
わ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
方
法
こ
そ
、
「
優
等
地
の
絶

対
地
代
」
に
つ
い
て
の
解
釈
上
の
差
異
1
l
こ
れ
は
差
額
地
代
と
絶
対
地
代
の
本
質
把
握
に
お
け
る
対
立
的
見
解
と
結
び
つ
く
1
l
i
を
生

み
出
し
た
一
つ
の
主
要
な
根
拠
を
な
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
優
等
地
の
純
対
地
代
」
に
つ
い
て



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

四

(
2
)

『
資
本
論
』
に
お
い
て
は
、
絶
対
地
代
論
は
益
領
地
代
論
の
後
に
快
ほ
し
、
ま
た
そ
の
叙
述
に
あ
て
ら
れ
た
頁
数
ば
益
額
地
代
論
の
約
四
分
の

一
に
し
か
相
当
せ
ず
、
た
ん
に
外
形
的
に
判
断
す
る
と
、
マ
ル
ク
ス
は

E

差
街
地
代
か
ら
出
発
し
て
絶
対
地
代
ば
た
だ
つ
い
で
に
と
り
あ
つ
か
っ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
」
(
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
二
巻
一
部
に
対
す
る
カ
ウ
ツ
キ
I
の
序
文
、
黄
土
社
版
五
頁
)
よ
う
に
と
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
頁
数
が
少
い
か
ら
と
い
っ
て
、
地
代
論
体
系
中
に
お
け
る
理
論
的
重
要
性
が
そ
れ
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た

E
T説
史
一

で
は
絶
対
地
代
論
に
差
額
地
代
論
よ
り
多
〈
ゆ
頁
数
が
割
か
れ
て
い
る
に
し
て
も
、
こ
れ
を
も
っ
て
絶
対
地
代
が
『
正
当
な
収
扱
い
を
う
け
て
い
る
〕

(
前
崎
六
頁
〉
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
資
木
論
コ
の
体
系
で
絶
対
地
代
論
は
差
額
地
代
論
の
あ
と
で
展
開
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
(
こ
の
点
に

つ
い
亡
は
、
硲
豆
半
八
百
民
業
経
済
論
』
五
一
・
一
二
一
ぷ
細
な
研
究
あ
り
)
、
ま
た
「
資
本
論
L

で
絶
対
地
代
の
叙
述
の
比
較
的
少
い
理
由
は
、
す
で

に
何
値
の
生
産
仙
格
へ
の
転
化
、
一
一
の
丙
者
の
差
異
に
つ
い
て
解
明
さ
れ
た
以
ト
コ
絶
対
地
代
の
問
題
は
大
半
が
解
決
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
の
こ
る
と
こ
ろ
は
、
農
業
資
木
の
構
成
の
低
位
と
土
地
所
有
の
独
占
が
指
摘
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
絶
対
地
代
論
の
全
問

題
は
想
本
的
に
は
解
決
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
(
大
島
清
「
地
代
論
」
『
資
本
論
の
解
明
』
第
五
巻
四
九
頁
)
0

マ
ル
ク
ス
は
『
資
木
論
一
第
三
巻
第
四
十
五
章
「
絶
対
地
代
」
の
官
頭
一
で
、
「
差
額
地
代
の
分
析
に
さ
い
し
て
は
、
最
劣
等
地
は
何
ら
の
地

代
も
支
払
わ
な
い
と
い
う
前
提
、
ま
た
は
、

一
般
的
に
表
現
す
れ
ば
、
そ
の
生
産
物
に
と
っ
て
は
個
別
的
生
産
価
料
、
か
市
場
調
整
的
生
産

価
格
よ
り
も
低
く
、
か
く
し
て
地
代
に
転
形
す
る
超
過
利
潤
を
生
ず
る
よ
う
な
土
地
だ
け
が
地
代
を
支
払
う
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
し
た
。

さ
し
あ
た
、
つ
注
意
す
べ
き
は
、
差
額
地
代
の
法
則
は
、
差
和
地
代
と
し
て
は
、
右
の
前
提
の
当
・
不
当
と
は
ぜ
ん
ぜ
ん
係
わ
り
、
が
な
い
と

(
3
)
 

い
う
こ
と
で
あ
る
」
(
向
上
七
九
六
頁
、
訳
倒

l
一
円
オ
一
五
頁
)
と
述
ぺ
、
続
い
て
「
一
般
的
削
・
市
場
調
整
的
・

P
と
名
づ
け
る

P
は
、
最
小
リ
等
地

A
の
生
産
物
に
と
っ
て
は
、

A
の
個
別
的
生
白
価
格
と
一

で
あ
る
。
優
等
地

B
の
個
別
的
生
産
価
格
、
か

P
と
す
れ
ポ
が
句
〉
句
、
で
あ
り
、
ヲ
司
、
H
H
L

と
す
れ
ば
、
こ
の

d
は
B
の
借
地
農
業
者

が
得
る
超
過
利
潤
で
あ
り
、
地
代
に
転
形
す
る
。
よ
り
優
等
な

C
地
の
現
実
的
生
産
価
格
が

P
で
あ
り
、
可
ー
マ
、

I
N
乙
で
あ
る
と
す
れ

ぽ
、
こ
円
以
も
地
代
に
転
市
ず
る
。
悶
様
に
最
優
等
地

D
の
個
別
的
生
産
価
裕
が
?
で
あ
っ
て
、

H
d
i
-
-
「
ω

L
と
す
れ
ば
、
こ
の

M
l
b

h
r
l
k

〉
J
A
v
h
f
h

、

ム
人
「
〆
}
サ

る
一
(
同
主
)
。
地
代
は
こ
の
場
合
に
は
ゼ
ロ



地
代
に
転
形
す
る
c

と
と
ん
で
最
劣
等
地

A
が
絶
対
地
代

H
J乞
支
払
う
と
し
よ
ち
。
そ
う
す
れ
ば
土
地
生
産
物
の
調
界
的
市
場
価
格
は

P
で
は
な
ノ
¥
℃
十
円
と
な
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
に
よ
り
差
額
却
代
の
法
則
ば
け
っ
し
て
止
揚
き
れ
な
い
c

「
け
戸
し
、
等
級

A
の
生
産
物

の
価
格
し
た
が
っ
て
一
般
的
市
場
価
格
を
句
+
『
と
す
れ
、
は
、
等
級

B
、

c、
D
、
等
々
の
〔
生
産
物
の
〕
価
格
も
や
は
り
℃
十
同
だ
ろ

う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
等
級

B
の
ぱ
あ
い
に
は

HY--て
H
n

己
だ
か
ら
、
(
同
)
寸
円

)

i

(
司
、
+
円
)
も
や
は
り

d
で
あ
り
、

C 

〉
ま
う
一
、
二
主

r
O
/
h
J
/レ

}
V
}
M
f
h

吋
l
司、、

l

(
吋
十
吋
〉

l

(
可
ミ
十
円
)

H

N

与
で
あ
り
、

最
後
に

D
め
ば
あ
し
に
は
、

同
)

H

V

ミ
U

(
同
)
十
円
〉

i

ハ
司
、
、
、
十
同
)

U
印
【
一
℃
あ
ろ
う
、
与
々
。
乙
か
ら
差
額
地
代
ば
相
変
ら
ず
同
じ
で
あ
っ
て
、

同
じ
訟
刷
に
よ
っ
て
員
制
さ
れ
る
」

(
向
上
七

九
七
頁
、
訳
叩
一
つ
五
六

i
七
只
)
と
述
べ
て
い
る
c

ハ
3
)

マ
ル
ク
ス
が
絶
対
地
代
論
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
「
差
額
地
代
の
分
析
に
さ
い
し
て
は
、
最
劣
等
地
は
何
ら
の
地
代
も
支
払
わ
な
い
と
い
う
前
提
」

か
ら
出
浴
し
た
と
述
べ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
日
高
普
氏
は
、
戸
)
の
叙
述
は
す
く
前
の
第
凶
十
四
一
草
が
一
歳
劣
等
地
に
7

も
生
ず
る
差
額
地
代
」
で
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
ふ
し
ぎ
な
書
き
出
し
で
あ
一
り
、
そ
の
ま
ま
よ
め
ぽ
だ
れ
で
も
疑
問
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
」
(
「
絶

対
地
代
の
概
念
」
『
終
済
志
林
し
第
二
十
五
巻
第
四
号
、
昭
和
一
一
一
寸
二

4
イ
月
、
八

O
瓦
)
と
辺
、

1
マ
ル
ク
ス
は
「
最
劣
等
地

ιも
玄
領
地
代
が

生
す
る
と
い
う
事
実
を
ま
ア
〈
~
く
無
視
し
て
絶
対
地
代
治
を
は
じ
め
て
い
る
」
(
向
上
)
と
批
判
し
て
い
ね
ら
れ
る
じ
し
か
し
こ
の
批
判
に
は
賛
成
し

か
た
レ
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
マ
ル
グ
ス
は
差
額
地
代
!
に
あ
円
て
は
、
つ
ね
に
最
劣
等
地
の
士
地
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
が
市
場
生
産
価
格

jZ
規
定
し
、
ぞ
れ
故
長
劣
等
地
は
つ
ね
に
何
ら
の
地
代
も
支
払
わ
な
い
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
た
o

主
た
第
一
形
態
ζ

結
ひ
つ
い
た
第
二
形
態
の

差
額
地
代
が
い
か
に
復
雑
な
組
合
せ
を
生
ぜ
し
め
つ
つ
増
大
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
の
差
額
地
代
』
の
三
つ
の
例
、
生
産
価
格
が
不
変
な

場
合
、
低
落
す
ヲ
也
市
場
合
、
お
よ
び
昂
騰
す
る
場
合
で
も
、
第
一
形
態
の
場
合
と
同
様
に
般
劣
等
地
は
つ
ね
に
無
地
代
地
で
あ
り
、
追
加
的
資
本
投
下

を
含
め
て
最
劣
等
地
の
平
均
的
生
産
価
格
が
市
場
生
産
価
格
を
規
定
し
、
そ
れ
故
最
劣
等
地
に
投
下
さ
れ
た
資
本
は
追
加
投
資
を
も
含
め
て
全
体
と

し
て
平
均
利
潤
を
あ
げ
れ
ば
よ
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
し
そ
し
て
ユ
ソ
ゲ
ル
ス
は
表
題
し
か
な
か
っ
た
第
三
例
な
右
の
立
場
に
立
っ
て
作
成
し
三
の

(
附
註
)

で
あ
る
。

し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
ば
第
四
十
四
章
で
最
劣
等
地
に
も
長
額
地
代
か
生
ず
る
場
合
を
研
究
し
て
い
る
。
と
す
る
と
、
や
は
れ
ほ
古
同
氏
が
い
わ
れ
る
ぷ
う

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

五:



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

ムノ、

己
、
差
額
地
代
の
分
析
に
い
に
い
し
て
は
、
最
劣
等
池
は
何
ら
の
地
代
主
支
払
わ
な
い
と
い
う
前
提
か
ら
出
発

L
た
と
述
べ
て
い
る
の
ユ
点
り
で
あ
ら

う
か
。
こ
の
場
合
注
意
す
べ
き
は
、
最
劣
等
地
の
差
額
地
代
は
差
額
地
代

1
の
場
合
に
発
生
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
差
額
地
代
ー
の
場
合

は
最
劣
等
地
は
何
ら
の
地
代
も
支
払
わ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
差
額
地
代

E
に
あ
っ
て
は
、
差
額
地
代

i
の
最
劣
等
地
に
あ
た
る
も
の
は
実
は
も
っ
と

も
五
産
な
追
加
的
資
木
投
下
部
分
で
あ
っ
て
、
こ
の
も
っ
と
も
纂
産
た
追
加
資
本
の
一
生
溢
物
の
個
別
的
生
産
価
格
が
市
場
恒
産
価
格
を
規
定
し
て
い

た
の
で
あ
る
o
そ
し
て
こ
の
も
っ
と
も
寡
産
な
投
下
資
本
の
個
別
的
情
産
価
格
が
市
場
生
産
価
格
を
規
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
た
か
も
差
額
地
代

ー
に
あ
っ
て
最
劣
等
地
今
土
地
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
五
市
場
生
産
価
格
を
規
定
し
た
の
と
同
様
の
理
論
的
関
係
に
立
つ
も
の
な
の
で
あ
る
o

こ
の
こ
と
は
同
じ
土
地
に
氏
本
が
継
起
的
に
授
下
さ
れ
た
場
介
は
、
異
な
っ
た
土
地

D
・
C
・
B
-
A
に
資
本
が
投
下
さ
れ
た
こ
と
と
、
継
起
的
炎

本
の
各
六

O
シ
リ

γ
グ
部
分
に
つ
い
て
い
え
ば
、
マ
ル
ク
ス
、
が
『
資
本
論
』
で
差
額
地
代
ー
を
論
じ
た
理
論
的
段
階
で
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
ら
し
て
巧
ら
か
で
あ
ァ
三
「
つ
ま
り
同
じ
土
地
ぷ
相
異
な
る
設
鋭
度
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
の
友
現
に
よ
れ
ぽ
『
相
呉
な
る
豊
銑
皮
ゼ

一
以
す
の
は
相
交
ら
ず
士
地
一
コ
(
同
と
七
一
一
八
頁
、
沢
間

l
九
五
四
頁
)
で
あ
る
。
そ
1

円
一
政
に
マ
ル
ク
ス
は

D
地
-
L
各
六
f

〉
ジ
リ

γ
グ
の
四
国
の
授
資

が
行
九
は
わ
れ
、
四
、
一
二
、
二
、
一
の
各
ク
ォ

1
タ
ー
を
生
産
し
た
場
合
に
1
1
1
逆
に

A
地
で
一
、
二
、
一
二
、
四
の
各
ク
ォ
l
タ
ー
を
生
産
し
た
場
合

で
も
よ
い
ー
ー
そ
の
差
額
全
差
額
地
代
第
二
形
態
と
し
て
把
握
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
資
木
が
並
行
的
に
山
一
一
且
焼
慢
を
具
に
す
ろ
四
エ
ー
カ
ー
に

投
下
さ
れ
る
か
(
差
額
地
代
第
一
形
態
)
、
継
起
的
に
同
じ
一
エ
ー
カ
ー
に
投
下
洋
一
れ
る
か
(
差
額
地
代
第
二
野
態
)
は
、
超
過
利
潤
の
形
成
が
考
察

さ
れ
る
限
り
は
!
iー
そ
の
地
代
へ
の
転
形
に
は
問
題
、
が
生
ず
る
が
1
1
1
『
ど
う
で
も
よ
い
=
(
同
上
七
二
四
真
、
訳
凶

l
九
四
九
頁
〉
こ
と
な
の
で
あ

る
f

一
(
拙
稿
「
差
額
地
代
第
二
形
能
川
論

r

ト
お
け
る
市
場
生
産
価
格
の
形
茂
原
理
に
つ
い
て
」
木
誌
議
卜
三
巻
第
四
号
一

O
疋
瓦
)

O

L

た
が
っ
て
第
二

形
態
に
あ
っ
て
は
追
加
投
資
(
そ
の
資
本
的
経
営
的
条
件
は
社
会
的
・
標
準
的
で
あ
る
と
浬
論
的
に
前
提
さ
れ
て
い
る
)
と
そ
れ
に
結
び
つ
く
豊
皮

(
土
地
)
と
の
関
係
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
寡
産
な
資
本
投
下
部
分
が
実
は
最
劣
等
地
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
相
交
ら
、
ず
絶
対
地
代
は
な
い
も
の

と
仮
定
さ
れ
て
い
た
の
イ
あ
る
。
ェ
J
れ
故
マ
ル
ク
ス
が
絶
対
地
代
論
を
始
め
る
に
占
め
た
り
、
「
差
額
地
代
の
丹
析
に
さ
い
し
て
は
、
最
劣
等
地
は
何
ら

の
地
代
も
支
払
わ
な
い
と
い
う
前
提
」
か
ら
出
発
し
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
依
然
と
し
て
正
し
い
の
で
あ
っ
て
斗
マ
ル
ク
ス
理
論
に
よ
っ
て
絶
対

地
代
を
説
明
し
て
い
る
論
者
の
多
く
が
、
こ
の
よ
う
な
事
実
に
ま
っ
た
く
気
が
つ
か
な
い
ら
し
く
、
一
つ
お
ぼ
え
の
よ
う
に
こ
の
書
き
だ
し
を
オ
ヴ

ム
返
し
に
し
て
い
る
の
は
、
な
さ
げ
な
い
こ
と
で
あ
る
」
(
前
掲
「
絶
対
地
代
の
概
今
戸
一
八
三
百
〕
と
の
日
」
河
川
氏
の
批
判
は
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(
附
註
)
日
高
氏
ば
表
題
し
か
な
か
っ
た
第
三
例
を
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
作
成
し
た
点
に
つ
き
斗
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
『
第
三
の
場
合
が
ま
っ
た
く
研
究
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
発
見
し
一
み
ず
か
ら
箔
を
と
っ
て
椅
足
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
山
容
は
こ
の
析
し
い
事
態
、
ど
う
し
て
マ
ル
ク
ス
ポ
第
三
の
湯



合
を
か
く
こ
と
が
で
き
な
か
ぺ
た
か
、
と
い
う
問
題
を
ま
っ
た
く
考
え
よ
う
と
し
な
い
ね
皮
の
も
の
に
し
か
寸
ぎ
な
か
っ
た
」
(
同
上
八
二
頁
)
と
述

べ
、
そ
の
理
山
は
「
第
三
例
、
山
山
ム
民
価
格
が
一
向
く
な
る
場
合
、
と
い
う
の
は
、
二
条
件
を
考
え
に
い
れ
れ
ば
、
次
の
百
円
の
最
劣
等
地
に
生
ず
る
差
額

地
代
、
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
条
件
な
ど
頭
に
な
か
っ
た
エ

γ
ゲ
ル
ス
に
、
第
四
十
三
章
前
半
の
第
三
例
が
書
げ
た
と
し
て
も
、

マ
ル
ク
ス
に
は
書
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
(
「
差
額
地
代
第
二
形
態
論
の
展
開
」
「
材
料
済
志
林
」
第
二
十
四
巻
第
二
号
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
、
九

六
七
京
)
と
批
判
を
加
え
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
条
件
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
資
木
単
位
説
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
別
稿
(
木
誌
第
十
三
一
巻
第
四
号
)

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
既
に
硲
五
夫
氏
(
「
地
代
免
生
原
因
の
発
展
つ
一
)
」
司
経
済
学
雑
誌
一
第
二
十
六
巻
第
六
号
三
叉
参
照
)
や
常
盤
政
治
氏
(
「
農

業
に
お
け
る
淵
礎
的
生
産
何
炊
仰
の
一
限
界
原
理
コ
と
一
平
均
原
理
と
一
「
三
国
学
会
雑
誌
『
第
五
卜
二
巻
第
四
日
勺
阿
二
!
三
頁
参
照
)
に
よ
り
、
資
本

単
位
の
問
題
は
同
一
部
門
内
の
問
題
と
し
て
一
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
思
(
部
門
間
の
問
題
で
は
な
い
と
す
る
主
当
な
批
判
が
あ
る
o
し
た
が

っ
て
農
業
に
追
加
投
資
さ
れ
た
資
本
、
か
単
独
で
平
均
利
潤
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
ず
、
か
っ
こ
の
資
本
は
「
農
業
か
ら
遊
離
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
工

業
に
お
い
て
平
均
利
潤
合
一
得
る
資
木
と
し
て
機
能
し
う
る
に
充
分
な
額
に
達
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
日
高
普
「
差
額
地
代
第
二
形
態
論
の

問
題
点
」
『
経
済
志
林
』
第
二
十
三
一
巻
第
四
号
六
六
頁
)
と
し
、
こ
の
原
則
を
理
解
し
え
な
い
が
故
に
「
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
は
じ
め
か
ら
終
り
ま
で

第
一
一
形
態
を
川
町
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
(
「
設
劣
等
地
に
生
ず
る
差
額
地
代
に
つ
い
て
」
向
上
第
二
十
四
巻
第
一
二
号
完

O
頁
)
と
す

る
日
高
説
は
納
得
で
き
な
い
o
次
に
第
二
の
土
地
国
有
で
な
い
と
い
う
条
件
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
日
高
氏
は
地
代
を
原
理
的
に
考
察
す
る
た
め
に

必
要
な
理
論
上
の
設
定
と
し
て
土
地
所
有
の
三
つ
の
形
、
す
な
わ
ち
第
一
の
形
、
「
外
的
な
力
」
と
し
て
の
土
地
所
有
、
第
二
の
形
、
土
地
所
有
者
の

自
己
終
品
目
と
し
て
の
土
地
所
有
、
第
三
の
形
、
土
地
国
有
、
を
あ
げ
、
差
額
地
代
ー
は
こ
の
う
ち
第
一
の
形
で
も
第
二
の
形
で
も
成
立
す
る
、
が
、
第

二
の
形
で
は
決
し
て
成
立
し
え
な
い
絶
対
地
代
と
区
別
す
る
た
め
、
「
差
額
地
代
第
二
形
態
は
、
土
地
所
有
者
が
臼
分
で
段
場
拡
似
品
川
円
を
す
る
よ
う
な
土

地
所
有
の
形
の
う
え
で
考
え
ら
れ
た
ガ
が
よ
い
の
で
あ
る
」
(
前
崎
「
差
額
地
代
第
二
形
態
論
の
問
題
点
」
七
九
氏
)
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
場

合
、
第
一
二
の
形
、
土
地
国
有
で
は
第
二
形
態
は
ど
う
し
て
成
立
し
な
い
か
と
い
え
ば
、
「
差
額
地
代
第
二
形
態
が
成
立
し
な
い
た
め
に
は
、
い
い
か
え

れ
ば
、
追
加
投
資
と
合
せ
て
、
全
資
木
が
平
均
利
潤
を
得
れ
ば
よ
い
よ
う
な
殺
物
価
格
が
さ
だ
ま
り
、
そ
れ
を
そ
う
さ
だ
め
る
よ
う
な
追
加
投
資
が

お
こ
な
わ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
つ
ど
そ
の
つ
ど
に
形
成
さ
れ
た
起
過
利
潤
を
無
条
件
に
と
り
あ
げ
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の
大
き
さ
に
関
心
を
も
た

な
い
よ
う
な
士
地
所
有
者
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
」
(
問
主
七
四
瓦
)
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
土
地
所
有
を
日
高
氏
は
「
士
地
国
有
」
と
よ
ぶ

の
で
あ
る
。
し
か
し
差
額
地
代
た
る
組
、
過
利
潤
は
第
一
形
態
、
第
二
形
態
合
一
間
わ
ず
、
所
有
権
の
対
象
と
し
て
の
士
地
所
有
の
独
占
か
ら
生
ず
る
の

で
は
な
く
、
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
に
対
す
る
資
本
主
義
的
独
ぃ
JH
た
る
土
地
経
営
の
独
占
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
で
あ
り
、
土
地
所
有
は
こ
の
超
過

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

七



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

八

利
潤
の
地
代
へ
の
転
形
の
条
件
を
な
す
比
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
土
地
図
有
の
も
と
で
J
h
資
太
主
義
問
農
業
経
営
の
存
在
す
あ
以
上
、
世
間
額

地
代
E
は
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、
日
一
両
氏
の
二
条
件
説
は
と
も
に
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
で
あ
る
o
土
地
国
有
化
の
ソ
連
に
お
い
て
も
、
資
本
主

義
の
下
で
の
差
額
地
代
と
は
そ
の
性
格
を
具
に
す
る
と
は
い
え
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
差
額
地
代
泊
五
】
舎
岳
巾
弔
問

Z
E
E
E
官
三
回
国
R
c
b
H
O
'

ω
自
が
そ
の
第
一
形
態
お
よ
び
第
二
形
態
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
と
さ
れ
、
現
実
に
そ
の
分
配
に
つ
い
て
の
論
争
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

マ心。

と
こ
ろ
で
右
の
マ
ル
ク
ス
の
所
説
に
お
い
て

A
地
の
司
1

司
H

0
・

D
地
の
市
l
M
)
ミ
リ

ω
牛
一
等
の
諸
式
に
お
け
る

P
、
P
、

P
、
P

お
よ
び

r
与
の
詰
文
字
は
、

同
禄
に
し
て

B
地
の
℃
|
旬
、
日
仏

C
地
の
司
i

マJ
H
N
円
円

各
級
の
土
地
に
お
け
る
生
産
物
の

「
単
位

量」

当
り
の
数
を
代
表
す
る
文
字
な
の
か
、

そ
れ
と
も
単
位
面
積
当
り
生
産
物
の

「
総
量
」

の
数
を
表
わ
す
文
字
な
の
か
と
い
う
点
で

論
議
が
わ
か
れ
て
い
る
。
も
し
「
単
位
量
」
当
り
の
数
を
表
わ
す
の
で
あ
れ
ば
、
絶
対
地
代
は
生
産
物
単
位
量
当
り
は
同
一
で
あ
る
が
、

土
地
面
積
単
位
当
り
は
不
等
な
大
き
さ
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
「
総
量
一
」
当
り
の
数
を
代
表
す
る
場
合
に
は
、
絶
対
地
代
は
生
産
物

単
位
量
当
り
は
不
等
で
あ
る
が
、
土
地
面
積
単
位
当
り
は
同
一
の
大
き
さ
と
な
る
c

そ
し
て
右
の
点
に
つ
き
対
立
的
見
解
、
す
な
わ
ち
、

P
、
P
、
P
、
P
は
そ
れ
ぞ
れ
各
等
級
地
に
お
け
る
「
生
産
物
の
単
位
当
り
の
個
別
的
生
産
価
格
」
で
あ
り
、

r
は
各
等
級
地
に
お
け
る

生
産
物
の
単
位
量
当
り
の
絶
対
地
代
で
あ
る
と
解
す
る
立
場
(
た
と
え
ば
カ
ウ
ツ
キ
l
、
ウ
ォ
ル
ブ
ソ
ン
、
古
沢
有
造
、
大
内
力
、
日
高
普
の
諸

P
、
P
、
P
、
P
は
「
土
地
一
回
積
単
位
当
り
の
一
生
直
物
総
量
の
総
個
別
的
生
産
価
格
」
で
あ
り
、

氏
)
と
、

r
は
各
等
級
地
に
お
け
る
面

積
当
り
の
絶
対
地
代
の
総
額
で
あ
る
と
解
す
る
立
場
(
た
と
え
ば
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
、
ウ
リ
ヤ
I
ノ
フ
、
ベ
ナ
リ
l
、
お
よ
び
山
間
勝
次
郎
の
諸
氏
)

が
み
ら
れ
る
め
で
あ
る
。

た
と
え
ば
日
高
氏
は
、
「

P
や

P
が
土
地
面
積
単
位
あ
た
り
の
全
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
な
の
か
、
生
産
物
量
単
位
あ
た
り
の
個
別

的
生
産
価
格
な
の
か
迷
う
理
由
は
あ
る
ま
い
。
も
し
前
者
だ
と
し
た
ら
、
最
劣
等
地
も
優
位
寸
地
も
単
位
面
積
あ
た
り
企
生
産
物
に
つ
い
て



の
個
別
的
生
産
価
格
は
す
べ
て
ひ
と
し
い
ば
ず
で
ゐ
る
か
ら
、

し
だ
、
か
つ
て
司
〉
勺
、
と
か
、

守

l
H
V
ミ
Uω
与
と
か
い
う
式
は
ま
っ
た
く
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
0

マ
ル
ク
ス
の
意
味
す
る

P
、

P
、
等
々
は
、

同
》

U

句、
H
H

勺
hyH
℃
ミ
と
な
っ
て
し
ま
い
、

単
位
生
産
物
あ
た
り
の
伺
山
則
的
生
産
価
格
だ
と
解
す
る
よ
り
ほ
か

L
方
あ
る
ま
い
c

だ
か
ら
む
ろ
ん
、

d
や

r
も
単
位
生
産
物
あ
た
り
の

d
や

r
な
の
で
あ
っ
℃
、
単
位
同
積
あ
た
り
地
代
と
し
て
は
、

d

マ
r
を
生
産
量
で
一
実
じ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」

(
「
絶
対
地
代
の
概
念
」
一
~
経
済
士
山
林
い
第
二
十
五
巻
第
四
号
、
昭
和
三
て
年
十
月
、
九
C

一
瓦
)
、
す
る
と
差
額
地
代
d
は
さ
て
お
き
、
「
絶
対
地

代

r
は
、
単
佼
生
産
物
あ
た
り
に
は
す
べ
て
同
一
で
あ
る
が
、
単
位
田
私
あ
止
り
に
は
土
地
豊
皮
ハ
位
置
も
ふ
く
め
て
考
え
る
)
の
ち
が

(
4
)
 

い
に
よ
っ
て
こ
と
な
っ
た
量
を
し
め
す
こ
と
一
い
な
る
し
(
同
上
九
一
瓦
)
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
点
カ
ウ
ツ
キ

i
は
、
絶
対
地
代
は
単
位
同
粒
当
り
に
は
土
地
豊
度
の
違
い
じ
よ
っ
て
異
伝
っ
た
量
合
示
す
も
の
と

L
て
把
握
し
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
「
ひ
と
た
び
絶
対
地
代
が
最
劣
等
地
か
ら
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ぽ
、
す
べ
て
の
他
の
土
地
か
ら
も
支
払
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c

こ
の
こ
と
は
、
単
純
な
計
算
が
し
め
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
表
ー
を
思
い
だ
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
に
上
れ
ば
、

最
劣
等
地

C
は
、
小
支
一
ツ
三
J

ト
ネ
ル
あ
た
り
一
一
了
五

0
マ
ル
ク
の
価
格
の
場
合
に
は
、
す
こ
し
も
地
代
合
支
払
わ
な
か
っ
た
し
そ

こ
で
、
土
地

C
が
、
小
麦
の
価
格
が
二
了
五

0
マ
ル
ク
合
は
る
か
に
こ
え
て
騰
貴
す
る
一
ま
で
耕
作
さ
れ
な
い
で
お
か
れ
る
と
す
れ
、
辻
、

こ
の
表
が
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
に
な
る
か
を
み
て
み
よ
う
c

小
麦
の
何
格
が
騰
貴
し
た
た
め
土
地

C
が
耕
作
さ
れ
は
じ
め
、
そ
れ
と
と
も

に
市
場
へ
の
供
給
が
増
大
す
る
が
、
そ
れ
で
も
価
格
を
一
五
マ
ル
ク
以
下
に
お
し
さ
げ
る
こ
と
、
が
な
い
と
仮
定
し
よ
う
心
ぞ
う
す
れ
ば
、

つ
ぎ
の
表
が
何
ら
れ
る
だ
ろ
う
〔
表

H
b〕
。
土
地
種
類
C
の
所
有
者
も
し
く
は
所
有
者
た
ち
は
、
彼
ら
の
実
践
的
な
キ
リ
ス
ト
教
的
精
神

か
ら
、
小
麦
の
騰
去
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
に
地
代
合
勺
く
わ
ノ
だ

L
た
だ
け
で
な
〈
、
伎
の
同
僚
の
地
代
を
も
ほ
と
ん
ど
二
信
に
し
た
」

合
同
一
ム
業
問
題
』
一
一
一
九
頁
)
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

九
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.
=
P
一

Pγ
"
=
2
d
 

M
U!
の

生
産

物
単

位
長

当
り

の
D
.
R
.
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+
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.
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た
日
ぺ
て

P
は
一
般
的
・
市
町
吋
調
整
的
供
注
価
約
、
@
ま
た

d
、
日
、
刊
は
そ
れ
ぞ
れ

B
、

c、
D
地
の
久
日
E
u
t
h
v
一
弘
明
単
位
長
当
り
の
宍
部
地
代
、
@

r
は
各
等
汲
池
の
沿
い
ケ
見
物
単
位
右
当
つ
の
絶
対
市
世
代
を
表
打
ず
。
こ
の
場
合
、

P
い
か
判
じ
数
を
、

P
、
P
、
P
、
Y
が
そ
凡
ぞ
九
%
な
る
数
を
表
わ

す
こ
と
に
は
な
る
い
か
、
た
と
え
三
‘
ル
ク
ス
の
張
本
支
の
数
ハ
子
に
よ
れ

P

…
、
ュ
g
w
M
己

i
ち
wω
乙

U
品
♂
と
い
う
不
介
珂
炉
供
ず
る
o
そ
こ
で

①、

φ
、
@
の
規
定
は
そ
の
空
f
と

L
、
①
を
d
、
判
、
刊
は
そ
れ
ぞ
れ
芥
等
級
池
の
凶
油
相
当
り
の
主
傾
地
代
町
を
一
一
三
?
と
一
日
正
し
、
①

a
、
b
、

c
、
ー
は
を
そ
れ
ぞ
れ

A
、

B
、

c、
D
地
の
生
産
物
総
長
を
一
示
す
も
の
と
す
る
と
、
各
等
級
地
の
単
位
同
積
当
り
の
差
額
地
代
を
一
爪
す
次
の
代
数
式

円一

f
ざ
プ
心
。

〔
叫
が
一
老
齢
虫
記
号
沼
翠
戸
守
一
司
N
V
4
口

時

同

凶

作

〕

〔

蕗

滋

い

回

目

3
u卦
「
中
一
三
一
い
討
一
↓
が
方
湾
出
〕

〉
}
忌
司
)
0
・
H
N
・
1
(
匂

l
℃

)
X
回

H
O
〉
日
同
山
河
)
同
)
-
H
N
・
1
{
一
τ
+
円
〉
(
司
ム
l

同
)
}
×
出
1
0

ロ
長
一
3
3
・
F
H
(
司
l
旬
、
)
X
7
1
L
回
選
日
)
同
)
-
H
N
・
1
{
(
H
r
z
l
(
づ
、
一
二
}
X
ず

U
ユ

〈

UHV母
δ

U

-

M

N

・

1

(

づ

同

V

J

x

n

I

N

L

(
ソ

H
E
q
u
口
付
・
1
{
(
勺
十
吋
)
i
(
司
、
、
+
司
、
一
}
×
円
U
M
仏

口
同
居
δ
ロ
-
H
N
・
1
(
勺
司
、
、
、
)
×
《
同
l
日
仏
ワ
山
[
同
3
o
m
-
-
r
H
μ
十
円
)
(
司
ミ
十
回
)
}
×
L
1
日
仏

そ
こ
で
マ
ル
ク
ス
の
基
木
表
(
一
一
資
本
論
」
第
三
巻
じ

O
一
一
一
瓦
、
沢
崎
、
九
一
八
立
、
友
一
)
の
数
字
に
よ
り
汁
算
す
れ
ば

〉
H
時
。
。
・
岡
山
・
〔
由
(
)
I
由

。

)

X

H

1

0

{

へ

由

。

+

H

O

〉

(

由

。

十

回

。

)

}

×

H

I

C

『
こ
回
日
)
同
)
-
m
・
(
出
(
)
|
印
。
)
X
M
l
司
C
{
(
品
。
+
H
C
)
|
(
ω
。
十
H
C
)
}
X
N
H
G
O

(リ一HAロ
δ
り
・
刀
・
(
由
〔
)
|
M
O
)
×
ω
l
H
M
G
{
(
由
(
)
二
(
}
)
(
旧
〔
)
い
]
O
)
}
×
ω
U
H
N
O

円
)
」
品
目
〔
守
口
-
M
N
・
(
出
(
〕
同
日
)
X
A
H
H
H
∞O
{

(

0

0

+

H

O

)

(

同

日

+

同

{

〕

)

}

X

品

l

H

∞o

t

↑
ン
ゲ
ル
ス
の
廿
桂
木
表
(
同
上
七
六
八
氏
、
訳
同
一

O
一
一
京
、
表
十
一
)
の
数
字

p

↑
よ
る
計
算
例
を
示
せ
ば
、

〉
日
同
司
〉
同
)
-
H
N
・
(
由
i
G
)
X
M
O
H
O
{
(
出
十
H
)
1
(
由
+
同
)
}
×
】
。
H
。

ロ

コ

P

δ

り

・

H

N

・

(

司

日

〉

X

H

M

I

H

N

{

ヘG
T
H
)
l
(
印
十
円
)
}
X
H
M
H
H
N

め

い

昏

3

3

・

月

・

(

由

。

ぷ

乙

×

]

仏

i

M

九

時

{

(

由

l

十
]
)
(
(
ぷ
ご
一
回
)
}
×
日
時
l
N
H

り
い
↓
P
3
0
・
H
N
・
〔
G
i
。
三
三
X
H
G
U
ω
出
{
(
品
十
J
Z
l
(
C
3
3
寸
同
)
}
×
]
9
1
U
G

何

回

同

3

ロ

・

刀

・

(

由

。

(

ぜ

い

乙

×

日

羽

目

、

一

司

{

(

由

ム

つ

(

。

3

2
占

])}x-mdnH山首

右
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
差
額
地
代
は
絶
対
地
代
の
存
在
に
よ
っ
て
何
ら
そ
の
設
に
定
化
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
な
り
、
こ
の
た
め
絶
対
地
代
は
豊
度

の
大
な
る
に
従
い
、
そ
灼
川
一
川
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

そ
こ
で
も
し
口
高
説
や
カ
ウ
ツ
キ
l
説
が
正
し
い
な
ら
ば
、

マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
で
絶
対
地
代
を
一
諸
土
地
種
類
の
1
1
1
ま
た
同

一
土
地
で
の
継
起
的
諸
資
本
投
下
の
1

i
豊
住
民
の
差
等
に
係
わ
り
の
な
い
地
代
」

(
第
三
巻
八
一

O
頁
、
訳
倒
i
一
C
七
二
頁
)

と
叫
地
ベ
て

い
る
こ
と
と
オ
盾
し
、

ま
た
優
等
地
の
絶
対
地
代
は
優
位
寸
地
の
生
産
物
の
柁
価
値
と
総
生
産
価
格
と
の
差
徹
で
あ
り
、
土
地
山
一
号
皮
止
ら
は

独
立
し
て
常
に
一
定
で
あ
る
と
し
、

F

」
の
立
場
に
従
一
っ
て
表
を
作
成
し
て
い
る

「
一
'
ナ
説
史
』
の
見
解
れ
第
一
会
溢
第
二
部
三
一
一
一
一
一
、
川
心
i
一

頁
、
猪
俣
津
南
雄
訳
黄
と
社
版
三
O
i
一
、
三
六
|
七
頁
参
照
)
と
も
矛
盾
す
る
こ
と
と
な
る
c

こ
れ
に
対
し
山
田
勝
次
郎
氏
は
「
土
地
面
積
当
り
の
生
産
物
総
量
の
総
個
別
的
価
値
」
の
見
地
に
立
っ
て
、
「
上
掲
引
用
文
(
差
額
地
代

の
法
刈
は
絶
対
地
代
を
考
慮
に
入
れ
て
も
変
ら
な
い
と
い
う
さ
き
の
マ
ル
ク
ス
の
説
明
l
1
1引
用
者
)

の
み
に
つ
い
て
の
解
釈
や
、
用
語
上
の
関
係

な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
、
生
産
物
の
『
単
位
量
』
を
基
礎
と
し
て
い
る
と
一
応
解
釈
し
て
も
、
あ
な
が
む
処
理
は
な
い
c

、
が
、
し
か
し
、

差
額
地
代
そ
れ
自
体
の
法
則
と
、
絶
対
地
代
の
存
在
を
考
慮
す
る
段
階
に
お
け
る
そ
の
発
展
形
賠
と
合
、
王
常
に
把
握
ぜ
ん
が
た
め
に
は

用
語
上
の
多
少
の
無
理
な
ど
に
は
決
し
て
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

マ
ル
ク
ス
地
代
論
の
基
本
的
見
地
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
場
合
に
は
、

「
総
量
』
を
基
礎
に
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
」
宍
地
代
論
論
争
批
判
』
二

O
三
頁
)
と
し
、
氏
自
身
の
見
解
を
マ
ル
ク
ス
の
差

額
地
代
の
例
鮮
に
お
け
る
基
本
去
の
数
字
を
適
用
し
、
次
の
よ
う
に
表
示
し
て
お
ら
れ
る
。

第

一

去

一

生

産

物

総

長

の

一

生

産

物

総

量

の

一

一

土
地
積
類
一
一
般
的
生
産
価
格
納
刷
的
生
産
価
格
一
差
領
主
一

一

A

一

P

一

P

一

司

司

U
C

一

一

B

一
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一

?

一

司

I
H
V
、1
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C

一
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一
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司
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句

q
l
M
L
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一
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一

川

司

句

、

ミ

H
H
U
L
一

一

I
l
-
-ト
|

E

l

i

-

-
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(
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優
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絶
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ア
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「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

同

こ
の
一
点
ウ
リ
ヤ
1
ノ
フ
も
、
「
同
積
一
エ
ー
カ
ー
の
、
豊
広
を
異
に
す
る
土
地
が
四
つ
あ
る
と
仮
定
し
よ
う
o

更
に
、
各
土
地
に
は
等
額

の
資
本
五

0
マ
ル
ク
が
投
下
さ
れ
る
と
し
、
有
機
的
組
成
は
さ
口
十
包
〈
即
ち
各
百
あ
た
り
き
口
+
A
C
〈
で
あ
る
と
し
よ
う
c

文
、
非
農

業
の
平
均
組
成
は
き
口
+
A
C
J
H
で
は
な
く
、
き
円
十
N
C
〈
で
あ
る
と
仮
定
し
よ
う
o

剰
余
価
値
率
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に

応
じ
ご
農
業
資
本
各
一

O
Oに

7
5囚
0
マ
ル
ク
に

い
利
潤
を
、
非
農
業
資
本
各
一

O
Oに
つ
き

マ
ル
ク
に
等
し
い
利
潤
を
得

る
だ
ろ
う
。
良
業
資
本
各
一

0
0一
に
つ
き
二

0
マ
ル
ク
の
超
過
利
潤
(
剰
余
利
潤
)
1
l
そ
れ
は
現
存
の
土
地
私
有
の
下
で
長
業
資
本
の
低

位
組
成
に
よ
り
条
件
づ
け
ら
れ
る
ー
ー
ー
は
即
ち
絶
対
地
代
で
あ
る
。
斯
犠
に
し
て
得
ら
れ
た
絶
対
地
代
が
四
つ
の
土
地
す
べ
て
に
つ
き
、

豊
度
の
如
何
に
拘
ら
ず
等
一
で
あ
る
こ
と
、
又
此
等
の
土
地
の
生
産
物
一
単
位
に
つ
い
て
は
呉
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」
(
『
マ
ル
ク
ス
地

代
読
に
つ
い
て
』
蒔
田
耕
三
訳
、

共
生
闘
、

昭
和
六
午
十
二
月
、
三
九
頁
、
傍
点
引
川
川
者
)
と
述
べ
、
山
同
氏
と
同
様
の
見
解
に
立
っ
て
し
る
。

(
5
)
 
「
総
量
」
説
の
解
釈
と
計
算
例
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
o

〔
跡
前
回
接
》
器
開
閉
琵
行
主
山
ふ
4
0
糊
同
州
沖
〕
〔
霞
ヰ
接
4
d
叫
野
市
持
軍
戸
主
守
山
ν

、
矛
湾
沖
〕

〉
w
日
δ
ロ
-
M
N
・
1
H
ν
l
H
ν
H
O
〉
同
日
δ
ロ
・
見
-
U
(
句
+
門
〉
|
(
℃
十
円
)
1
0

翌
日
吊
〉
ロ
-
P
I
H
V
l
句
、
M
U
L

回
選
δ

日

)
-
F
I
(
可
十
円
)
(
℃
、
+
と

uι

門

川

達

』

G
巴
-
m
-
U
H
ν
l
H
U
Y
U
N
ム
の
w
日t
)

巴
-
m
-
F
K
U
(
一
司
十
円
)
(
H
V
ミ
十
円
)
H
M

仏

りい
H
P
o
u
-
-山
-
n
t
H
V
℃
、
ご
し
日
仏
}
じ
さ
に
)
U
-
m
・
1
ハ
H
V
十
円
)
(
句
ミ
十
同
)
r
u
仏

の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
数
弐
に
お
い
て
①
P
は
A
、
B
、
仁
、
ひ
の
各
等
級
地
の
単
位
向
積
当
り
の
生
産
物
総
昔
一
の
一
般
的
・
市
場
調
整
的
情
庄
悩
格
の

総
計
、
①
P
、
ド
、
ド
、

U
r
は
そ
れ
ぞ
れ
A
、
B
、

c、
D
地
の
単
位
面
積
当
り
生
産
物
総
長
の
個
別
的
生
産
僻
格
の
給
計
(
し
た
が
っ
て
A
池
の

P
は
同
時
に
A
地
に
お
け
る
生
産
物
総
長
の
一
般
的
・
市
場
調
整
的
中
一
政
側
格
と
一
致
)
、
①
d
、
判
、
刊
は
そ
れ
ぞ
れ
B
、

c、
D
地
の
差
額
地

代
の
土
地
問
積
当
り
の
総
量
、
①
r
は
単
位
向
積
当
り
の
絶
対
地
代
の
総
額
(
た
だ
し
こ
の
場
合
単
位
面
積
当
り
絶
対
地
代

:
A、
B
、

c、
D
地

と
も
に
山
中
玄
室
で
あ
っ
て
、
曲
、
見
反
と
は
無
関
係
と
い
う
見
解
に
立
つ
)
、

@
G
v
十
円
)
ば
尚
一
位
面
積
当
り
の
一
仲
川
口
人
物
給
訟
の
市
場
価
格
へ
U
市
氾
価
値
)



ゆ
総
長
、
@
(
回
以
十
吋
)

w

(

℃
、
十
円
〉
・
(
}
ん
て
、
l
T
門
ピ
(
円
》
ミ
十
円
)
は
そ
れ
ぞ
れ

A
、
B
、

c、
D
地
の
坐
泌
物
総
量
の
個
別
的
伺
他
の
総
計
、
を

表
わ
す
o
い
ま
念
の
た
め
マ
ル
ク
ス
の
基
本
表
の
数
字
お
よ
ひ
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
基
本
表
の
数
字
に
よ
る
計
算
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

マ
ル
ク
ス
の
廿
柏
木
表
の
数
字
に
よ
る
計
算
例

k
C尚
一
る
ロ
・
列
・
部
(
)
|
∞
C
H
O

E
H時
G
U
・
列
・
N
Uム
G
C
|
由
O
u
m
c

h
議
G
U
-
-
T
ω
×
白
C
I
g
-
H
N
C

ロ」山田

3
u
-
m・
仏
×
目
。
白
O
U
H
∞
。

エ
γ
ゲ
ル
ス
の
基
本
表
の
数
字
に
よ
る
計
算
例

]
{
X
(
白
(
}
+
H
O
)
l
ハ
由
。
+
H
C
)
h
c

N
X
(出
C
一
回
C
)
i
(
品
(
)
十
H
C
U
l
u叶
C

印

X
(
凸
(
)
十
一
{
{
)
)
i
(
由
C
+
H
C
)
l
一
一
件
。

ι
x
(由
(
〕
十
日
。
)
l
(
由
C
+
H
C
)
i
h
N
H
C

〉
X
P
2
)

円v
・H同・

ロ
H
d
N
G
C
-
月・

由
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|
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U
C

H
X
(
。
。
十
回
C
)
l
(
岱
(
)
十
]
{
C
)
U
O

]{・N×(rGC十HC)!(岱()十HO)uuuHhH

H
・
品
X
(
G
C
十
円
C
)
|
(
凸
(
)
十
』
C
)
ね
∞

]
{
・
G
X
(
由
(
}
十
日
(
)
)
l
F
P
C
-
T
M
(
)
)
U
仏
N

叶

N
G
C
h
H
N

(
い
い

pou-MN.

ロ」説
3
U
・日同・

回
』
G
O
U
N
品

己
申

l
司

C
U
ω
岱

何
日
后
に
〕
ロ
・
月
・
}
(
)
也
l
品
C
U
品
∞
ゲ
∞
×
(
窃
(
)
一
H
O
)
l
(
品
。
+
]
(
)
)
ド
山
由

し
か
し
右
の
よ
う
な
解
釈
は
、
闘
に
ふ
れ
た
よ
う
に
「
単
位
長
」
説
の
指
摘
し
た
如
く
、
け

P
な
る
文
字
が
異
な
っ
た
数
(
マ
ル
ク
ス
の
基
本
表
に

よ
れ
ば
六

O
、
一
二

O
、
一
八

O
、
二
四

O
)
を
、
お
よ
び
(
司
+
与
が
異
な
っ
た
数
ハ
同
じ
く
マ
ル
ク
ス
の
某
木
表
に
よ
れ
ば
七

C
、
一
凶

O
、

一
一
一
口
、
-
一
八

O)dv-表
わ
す
、
伺

P
、

y
、
M
r
、
M
r
h
リ
円
(
な
Q

諸
文
字
か
同
一
の
数
(
マ
ル
ク
ス
の
基
本
表
に
】
ι
れ
ば
い
A
7
れ
も
」
ハ

O
)
を
表
わ

し
、
ま
た
同
様
に
(
で
十
三
唱
(
七
、
一
円
〆
(
市
ア
寸
目
白
)

w

(

]

》
ミ
十
円
)
が
そ
れ
ぞ
れ
同
一
内
数
(
同
じ
く
マ
ル
ク
ス
の
昨
桜
木
去
に
よ
れ
ば
七
〉
)

を
表
わ
す
、
と
い
う
「
無
理
な
表
説
」
が
な
さ
れ
て
い
る
c

そ
こ
で
こ
の
無
理
な
点
を
あ
ら
た
め
、
の

P
、
P
、
P
、

γ
は
そ
れ
ぞ
れ

A
、
B
、

c、

D
の
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
等
級
の
生
産
物
の
単
位
長
当
り
の
伺
別
的
生
産
例
格
、
①
し
た
が
っ
て

P
は
一
般
刷
・
市
場
制
整
制
坐
産
制
格
、
@
ま
た
d

判
、
制
は
そ
れ
ぞ
れ
B
、

c、
D
地
の
谷
山
市
淀
物
単
位
問
問

i

九
り
の
差
額
地
代
、
①

r
は
各
学
級
地
の
面
積
当
り
純
対
地
代
の
絵
川
、
@
a
、

b
、
c

、
d
は
A
、
B
、

c、
D
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
生
産
物
総
示
、
③
し
た

ρ
っ
て

r
一a、

I
b
、

r
c
、

γ
d
は
そ
れ
ぞ
れ

A
、
じ
、

c、
D
の

各
等
級
地
の
単
位
生
一
段
物
当
り
に
合
ま
れ
て
い
る
絶
対
地
代
訟
を
表
わ
す
も
の
と
す
れ
ば
、
次
の
代
数
式
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
ο

「
侵
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

寸 A
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【
け
議

δ
ロ
・
閉
山
・
ー
ガ
ァ
!
日
μ
I
N
己

口
議
包
)
同
)
・
H
N
・
1
M
i
ミ
l
H
V
H
U
仏

マ
ル
ク
ス
の
基
本
表
の
数
に
よ
り
計
算
す
れ
ば
、

〉
議
吊
)
ロ
-
H
N
・
8
i
g
u
H
O

切
柿
際
司
)
ロ

-
H
N
-

n
w
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H
N
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己
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司
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エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
基
本
表
の
数
に
よ
り
計
算
す
れ
ば
、

〉
H
T
{日

δ
0・
H
州
・
。
。
l
∞
0
1
0

回
蕗
3
U
-
m
-

ロ1
2

L

N

h
接

δ
ロ
・
河
-

H
}
接
見
)
ロ
・
M
N
・

肘
神
田

G
ロ
・
H
N
・

由
∞
1
3
0
u
∞
。

(
由
。
十
H
C
)
|
(
a
o
+
H
O〉
1

0

(

叶

N
+
H
N
)
i
(
∞
。
十
回
(
)
)
l
H
品

(
∞
品
+
H
A
)
l
(
品
。
十
H
C
)
H
M
∞

(
u
a
+
H
由
一
)
l
(
由
{
)
十
回
。
)
H
品
N

(
同
(
}
叩
十
H
∞
)
l
(
岱
(
)
十
]
{
C
)
U
日
司

∞
品
l
∞
O
H
M件

H
O
E
-
E
O
U
仏
∞

以
上
わ
れ
わ
れ
は
二
つ
の
相
反
す
る
解
釈
を
み
た
の
で
あ
る
、
か
、

で
は
何
故
こ
の
よ
う
な
見
解
の
対
立
が
生
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
根
本
的
に
は
、
絶
対
地
代
の
一
本
質
理
解
に
お
け
る
両
者
の
差
具
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
き
し
あ
た
り
直

接
的
に
は
、

さ
き
の
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
に
お
け
る
「
絶
対
地
代
の
存
在
ば
主
福
地
代
の
法
則
か
ら
は
独
立
し
て
い
る
」
こ
と
を
一
ボ
す
代
数

式
に
お
け
る
恥
語
い
ら
無
骨
|
|
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
用
語
上
の
無
理
で
あ
る
点
ほ
丙
説
の
双
方
が
器
め
て
い
る
1

1
に
起
因
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

七



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
〕
に
つ
い
℃

八

両
説
の
相
互
批
判
に
お
け
る
諸
論
点

で
は
右
の
よ
う
に
重
大
な
解
釈
上
町
差
異
を
生
ず
る
両
説
の
い
ず
れ
が
果
し
て
正
し
い
見
解
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
の
検
討
に
入

る
斗
別
に

こ
の
両
説
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
よ
り
す
る
他
説
へ
の
批
判
と
し
て
、

「
総
量
」
説
の
立
場
に
立
つ
ウ
リ
ヤ

i
ノ
フ
、
山
田
勝
次

郎、

A
・
ベ
ナ
リ
l
等
の
カ
ウ
ツ
キ
l
批
判
、

お
よ
ひ
ウ
リ
ヤ

l
ノ
フ
に
よ
る
カ
ウ
ツ
キ
ー
を
擁
護
し
た
Z

ル
・
ウ
ォ
ル
フ
ソ
ン
批
判
、

並
ひ
に
「
単
位
量
」
説
に
立
つ
大
内
氏
の
山
田
氏
批
判
、

お
よ
ひ
日
両
氏
の
見
解
等
を
簡
単
に
で

μ
あ
る
が
み
な
け
、
ば
な
ら
な
い
じ

ま
ず
さ
き
の
カ
ウ
ツ
キ

i
の
絶
対
地
代
論
に
対
す
る
「
総
量
」
説
に
立
つ
ウ
リ
ヤ

l
ノ
フ
の
カ
ウ
ツ
キ

l
批
判
は
要
約
以
下
の
如
く
で

あ
る
。

一
、
ヵ
ゥ
ッ

ι

i
は
絶
対
地
代
会
農
業
貸
本
の
有
機
的
構
成
が
社
会
的
平
均
の
そ
れ
上
り
弘
低
位
で
あ
る
こ
と
と
結
ひ
っ
げ
て
考

えド一
3
、
ま
た
農
業
貸
本
の
低
位
構
成
は
人
は
ん
ら
必
然
性
を
も
っ
た
ら
の
で
は
な
い
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
。
二
、

マ
ル
ク
ス
が
絶
対

地
代
の
考
察
に
あ
た
り
、
農
業
資
本
の
有
機
的
構
成
が
社
会
的
平
均
の
そ
れ
よ
り
も
低
位
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
、
こ
の
前
提

の
欠
除
せ
る
と
こ
ろ
で
は
、

「
そ
れ
に
適
応
す
る
地
代
形
態
も
ま
た
欠
除
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、

マ
ル
ク
ス
の
こ
の
理
論
的
意
義
を
カ

ウ
ツ
半

l
は
歪
出
向
し
て
い
る
c

ザ士、

か
く
し
て
カ
ウ
ツ
キ
ー
は
絶
対
地
代
を
独
占
地
代
と
置
き
れ
え
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
カ
ウ
ツ
キ

ー
の
去
に
何
故
資
本
三
匁
機
的
構
成
の
一
指
一
部
が
な
く
、
単
に
生
広
価
格
と
市
場
内
格
の
範
時
の
み
そ
取
扱
っ
て
い
る
か
、

ま
に
何
故
絶
対

地
代
の
高
き
が
カ
ウ
ツ
キ
!
の
表
で
は
種
々
な
る
土
地
の
豊
度
が
異
な
る
に
従
っ
て
異
な
っ
て
い
る
か
、

つ
ま
り
何
故
独
占
地
代
が
比
較

的
よ
り
豊
能
な
士
地
で
は
無
条
件
に
よ
り
高
く
た
り
、

し
か
も
同
時
に
単
位
生
産
物
?
い
お
い
て
の
関
係
で
は
伺
々
の
土
地
の
黒
区
の
相
違

に
か
か
わ
ら
ず
同
等
で
み
る
か
は
、
彼
が
絶
対
地
代
を
独
占
地
代
と
置
き
か
え
て
い
た
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
ヘ
ウ
リ
ヤ
l

ノ
フ

f
d

マ
ル
ク
ス
他
代
論
に
つ
い
て
』
六
l
十
一
一
只
参
照
)
。



同
様
に
山
田
勝
次
郎
氏
も
ほ
ぼ
基
本
的
に
は
ウ
リ
ヤ

l
ノ
フ
と
同
一
の
見
地
か
ら
、
特
に
次
の
二
点
「
一
、

カ
ウ
ツ
キ

l
に
あ
っ
て
は

操
業
に
お
け
る
資
木
主
義
的
発
達
の
相
対
的
後
進
性
、
す
な
わ
ち
、
社
会
的
平
均
資
本
の
有
機
的
構
成
の
相
対
的
低
位
性
と
、
そ
の
歴
史

的
必
然
性
と
に
つ
い
て
、
正
し
く
杷
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
百
、
む
し
ろ
、
集
約
的
農
業
約
一
発
達
せ
る
場
合
一
い
は
、

か
か
る
歴
史
的
必
然

性
1
l
i随
っ
て
、
絶
対
地
代
の
源
泉
1
i
に
扮
棄
さ
れ
る
と
、
紋
は
主
張
し
て
い
る
c

二
、
そ
れ
の
み
で
な
く
、
絞
め
考
察
に
よ
れ
ば
、

集
約
的
な
農
業
の
発
達
し
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
農
業
資
本
の
回
転
の
相
対
的
緩
慢
性
の
た
め
に
、
平
均
利
潤
を
超
え
る
特
別
利
潤
の
発
生

が
阻
害
さ
れ
、
随
っ
て
、
絶
対
地
代
の
成
立
は
不
可
能
だ
と
、
例
証
を
も
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
」
心
地
代
論
論
争
批
判
』
一
九
二
頁
)
点
に

っ
き
批
判
を
加
え
(
向
上
一
九
二
!
八
口
)
、
さ
ら
に
カ
ウ
ツ
キ
!
の
前
掲
の
表
を
と
り
あ
げ
、
「
彼
に
よ
れ
ば
、
宗
街
地
代
は
一
般
的
生
広

価
格
と
個
別
的
生
産
価
格
と
の
差
額
に
よ
っ
て
、
絶
対
地
代
は
市
場
価
格
と
一
般
生
産
価
格
と
の
差
額
に
よ
っ
て
、
規
定
さ
る
べ
き
i
r一の

と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
最
優
良
地
A
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
差
額
地
代
は
〔
(
巴
・
8

ω

・
ま
)
×
品
。
〕

U
E自
と
な
り
、

絶
対
地
代

は
〔
(
5
5・
g)×
品
。
〕

lHHωω
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
し
て
、

B
地
に
つ
い
て
は
、
差
額
地
代
の
只
巴
・
8
i
H
C
〉
×
色
。
〕
H
]
C
C
C

と
絶
対
地
代
の
只

5
l
E
-
E
)
X
A
0
3
1
5
0
0と
は
相
等
し
い
。
随
っ
て
、
最
劣
等
地

C
の
絶
対
地
代
は
へ

0
0
マ
ル
ク
な
る
に
対
し

て、

B
、
A
で
の
絶
対
地
代
は
そ
れ
ぞ
れ
一
円
一

O
O
マ
ル
グ
と
一
六
二
五
マ
ル
ク
と
に
な
り
、
土
地
豊
度
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
c

こ

の
見
解
が
誤
謬
I
d
る
こ
と
は
、
も
は
や
論
証
す
る
ま
で
も
な
い
。
か
か
る
誤
謬
の
原
因
は
、

カ
ウ
ツ
キ
!
の
絶
対
地
代
な
る
も
の
が
、
絶

対
地
代
の
成
立
を
本
質
的
に
は
否
定
し
な
が
ら
、
そ
の
反
面
で
は
絶
対
地
代
の
名
の
下
に
独
占
地
代
を
拘
り
替
え
た
と
こ
ろ
の
混
同
論
に

外
な
ら
な
い
結
果
と
し
て
、
差
額
地
代
と
絶
対
地
代
と
の
両
者
が
成
立
す
る
段
階
に
お
い
て
は
、
差
額
地
代
だ
け
の
段
階
に
お
い
て
計
算

の
因
子
と
な
る
べ
き
一
般
的
生
産
価
格
が
揚
棄
さ
れ
、
そ
れ
が
個
別
的
価
値
(
カ
ウ
ツ
キ
!
の
表
で
は
調
節
地

C
に
お
け
る
市
場
町
伯
が

個
別
的
価
値
主

し
た
場
合
を
芯
味
し
て
い
る
が
、

か
か
る
一
致
は
実
際
上
常
に
起
り
う
る
こ
と
で
た
い
か
ら

よ
り
一
般
的
に

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

九



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

。

よ
り
現
実
的
な
場
合
と
し
て
表
現
す
れ
ば
、

実
現
さ
れ
た
個
別
的
価
値
部
分
だ
け
が
問
題
に
き
れ
る
べ
き
で
あ
る
)

に
置
き
換
え
ら
る
ベ

き
所
以
が
、
彼
に
は
理
解
さ
れ
得
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
」
(
向
上
二
一
一
二
i
四
頁
》
と
の
批
判
を
行
な
い
、
「
そ
こ
で
、
正
し
い
見
地
に
立

つ
計
算
を
示
せ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
」
と
し
て
、
「

O

差
額
地
代
計
算
の
数
式
工
、
(
根
芹
帥

δ
l津
宮
司
頒
価
爵
l
長
持
同
局
)
宣
言

/

'

k

l

 

ま
た
は
根
芹
同
局
)
!
津
一
切
」
司
翫
言
問
×
知
山
崎
市
哨
桂
文
lrδ
山
川
両
芯
儲
皆
同
一
切
の
二
通
り
を
用
い
得
る
。
随
っ

吉
富
由
)
×
防
関
芯
背
筋
'
剛
u

て、

A
を
最
劣
等
豊
度
H
市
場
価
値
調
節
の
土
地
と
す
れ
ば
、
|
|

〉

(
同
印
|
】
ω
)
×
ω
N
O
H
]
5
x
φ
H
C

回

(
H
ω
l
H
N
)
×品。
Q
H
]
5
×(品()。
|
ω
N
C
)
A
H
N
C
C

rコ

(
H
U
H
C

い宗一)×品切
C
H
H
日
×
(
品
ω
。
l
ω
ω

。〉
1]{ゆ
ω
。・

ClI) 

絶
対
地
代
の
計
算
式
は
、
(
根
芹
剛
δ
↓E
匂
一
」
吉
宮
爵
1

根
芹
剛
③
酋
油
一
}B舟
間
同
一
日
誌
)
×
舟
冊
芯
務
同
と
な
る
。
随
っ
て
、
!
ー

〉

(
]
5
1
H
N
・ω
C
)
×
ω
N
C
H
∞。。

t:d 

(
H
N
|
]
5
)
×品
(
)
C
H

∞cc

わ

(
5式
l
∞
ま
)
×
色
。
1
∞。
0

・
」
(
向
上
一
二
四
頁
)
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
占
川
、

リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
の
カ
ウ
ツ
キ
l
批
判
に
対
し
カ
ウ
ツ
キ
ー
を
擁
護
し
た
エ
ル
・
ウ
オ
ル
ブ
ソ
ン
の
見
解
は
カ
ウ
ツ
キ
l
に
近

ぃ
。
す
な
わ
ち
ウ
リ
ヤ

l
ノ
フ
に
よ
れ
ば
ウ
オ
ル
フ
ソ
ン
は
次
の
テ
ー
ゼ
か
じ
り
出
発
し
て
マ
ル
ク
ス
の
地
代
論
を
説
明
し
て
い
る
。

ω絶

対
地
代
た
る
と
差
額
地
代
た
る
と
を
問
わ
ず
、
地
代
の
分
析
の
為
の
出
発
点
は
、
単
位
面
積
に
で
は
な
く
て
、
単
位
生
産
物
に
帰
属
す
る

地
代
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
故
な
ら
土
地
は
単
に
土
地
と
し
て
ば
一
般
に
何
ら
の
地
代
も
も
た
ら
さ
な
い
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
絶
対
地

代
は
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
と
は
反
対
に
、
生
産
物
単
位
当
り
絶
対
地
代
の
高
さ
が
警
度
に
依
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
倒
生
産
物
単
位
当
り
の



差
額
地
代
の
高
さ
ほ
畏
度
に
依
存
し
て
い
る
が
、
同
じ
く
一
単
位
当
り
の
絶
対
地
代
の
高
さ
は
豊
度
に
依
存
せ
ず
、
種
々
な
る
土
地
等
級

で
の
生
産
物
に
つ
い
て
、
そ
の
単
位
当
り
絶
対
地
代
は
同
一
で
あ
る
。
湖
同
一
の
労
働
投
下
に
か
か
わ
ら
ず
豊
度
を
異
に
す
る
土
地
に
は

異
な
る
佃
値
が
生
産
さ
れ
る
。
だ
か
ら
具
な
る
血
一
旦
度
を
持
っ
た
諸
土
地
の
絶
対
地
代
の
高
さ
ぽ
異
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
(
ウ
リ
ヤ
l

ノ
フ
吋
マ

ル
ク
ス
地
代
論
に
つ
い
て
し
一
一
一
二
頁
参
照
)
o

右
の
ウ
オ
ル
フ
ソ
ン
の
見
解
に
対
し
、

ウ
リ
ヤ

l
ノ
フ
は
次
の
よ
う
に
反
論
を
加
え
て

、、d
。

、1
t
w
~
d
'土

地
は
単
に
土
地
と

L
て
は
何
ら
の
地
代
を
も
も
た
ら
さ
な
い
と
い
う
自
明
の
事
実
は
、
地
代
の
一
両
さ
を
計
算
す
る
場
令
、
単
位
当
り

生
産
物

J

」か、

ま
た
は
土
地
面
積
の
単
位
当
り
で
か
と
い
う
こ
と
と
直
接
何
の
関
係
も
な
い
。
土
地
面
積
単
位
当
り
の
地
代
の
計
算
は
、

土
地
は
単
に
土
地
と
し
て
は
何
ら
の
地
代
も
も
た
ら
さ
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
し
な
い
の
ま
た
一
単
位
の
商
品
に
関
し
て
は
単
に
剰
余

利
潤
に
つ
い
て
語
り
う
る
に
す
ぎ
ず
、

ウ
オ
ル
フ
ソ
ン
の
如
く
地
代
に
つ
い
て
は
語
り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
地
代
は
「
資
本
制
的
生
産
様

式
の
基
礎
上
で
の
土
地
所
有
の
自
立
的
・
独
自
的
な
経
済
的
形
態
」
二
資
本
論
」
第
コ
蚕
六
七
三
官
剤
、
沢
伺
i
八
七
九
一
員
)
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
地
代
分
析
の
出
発
点
と
し
て
単
位
生
産
物
に
対
す
る
地
代
を
と
る
こ
と
が
で
き
子
、
土
地
面
積
の
単
位
を
と
る
と
と
が
正
し
い
の
で

あ
る
。
生
産
物
一
単
位
当
り
の
地
代
が
絶
対
地
代
の
分
析
の
出
発
点
た
り
え
な
い
理
由
は
、
右
の
ほ
か
、
む
し
ろ
社
会
的
・
平
均
的
な
資

本
に
比
し
農
業
資
本
の
有
機
的
構
成
が
低
伎
で
あ
る
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
商
品
単
位
当
り
の
絶
対
地
代
を
分
析

の
出
発
点
と
す
る
な
ら
、
絶
対
地
代
と
農
業
資
本
の
低
位
借
成
の
結
び
つ
き
の
必
然
性
が
消
滅
し
て
し
ま
う
。
事
実
カ
ウ
ツ
キ

i
は
絶
対

地
代
生
独
占
地
代
に
置
き
か
え
て
い
る
仁
地
代
の
計
算
に
お
い
て
も
、

マ
ル
ク
ス
は
土
地
単
位
当
り
の
地
代
の
計
算
お
よ
び
資
木
単
位
当

り
の
地
代
(
地
代
半
)
の
計
算
を
行
な
い
、
生
産
物
単
位
の
計
算
を
行
な
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
土
地
単
位
当
り
地
代
の
計
貨
に

代
へ
る
に
生
産
物
単
位
当
り
の
計
算
を
以
て
し
、
充
用
資
本
に
対
す
る
地
代
の
比
率
(
却
ち
地
代
率
)
に
代
へ
る
に
生
産
物
単
位
当
り
価
値

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て



寸
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

に
対
す
る
そ
の
比
率
を
以
て
し
て
い
る
ウ
オ
ル
フ
ソ
ン
は
、
設
で
も
亦
マ
ル
ク
ス
と
全
く
相
容
れ
な
い
」
(
ウ
リ
ヤ
I
ノ
フ
『
マ
ル
ク
ス
地
代

請
に
つ
い
て
」
一
二
て
瓦
)
。
次
に
絶
対
地
代
は
註
一
反
に
依
存
し
た
い
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
生
産
物
が
い
か
な
る
等
級
地
の
土
地

で
生
産
さ
れ
た
か
を
問
わ
ず
、
生
産
物
単
位
当
り
絶
対
地
代
の
高
さ
は
不
変
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
だ
が
絶
対
地
代
が
種

々
人
は
る
等
級
の
士
地
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
商
品
の
単
位
当
り
に
つ
き
同
一
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
土
地
面
詰
単
位
当
り
に
つ
い
て
は
異
な

っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
何
ら
絶
対
地
代
の
豊
度
か
ら
の
独
立
を
意
味
し
な
い
。

マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
で
絶
対
地
代
を
取
り
扱
う
場

合
、
た
だ
絶
対
地
代
の
み
を
も
た
ら
す
最
劣
等
地
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
い
る
の
は
、
豊
度
か
ら
独
立
せ
る
地
代
が
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

L
た
が
っ
て
ウ
オ
ル
フ
ソ
ン
が
、
差
額
地
代
の
曲
一
一
且
度
へ
の
依
存
お
よ
び
絶
対
地
代
の
嬰
皮
か
ら
の
独
立
全
半
産
物
の
単
位
量
に
関
連
さ
せ

土
地
問
積
の
単
位
に
関
連
さ
ぜ
て
な
い
の
は
誤
っ
て
い
る
。
ウ
オ
ル
フ
ソ
ン
の
見
解
は
結
局
は
絶
対
地
代
を
豊
度
に
依
存
せ
し
め
、
面
積

を
等
し
ぐ
す
る
が
豊
度
を
異
に
す
る
絶
対
地
代
の
量
が
異
な
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
絶
対
地
代
と
差
額
地
代
を
医
別
す
る
限
界
が

抹
殺
さ
れ
、
絶
対
地
代
ば
最
劣
等
地
に
お
い
て
の
み
価
値
と
生
産
価
格
と
の
差
を
表
示

L
、
優
等
地
に
あ
っ
て
は
価
値
と
生
産
価
格
と
の

主
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
ず
、

し
た
が
っ
て
資
本
の
侭
位
構
成
に
よ
っ
て
も
説
明
さ
れ
な
い
。
か
く
て
絶
対
地
代
ば
一
般
的
生
産
価
慢
と
市

場
価
格
と
の
差
と
せ
ら
れ
、
絶
対
地
代
と
独
占
地
代
と
の
区
別
が
消
滅
す
る
(
同
上
二
一
i
二
七
参
照
)

C

以
上
の
よ
う
た
L

ル
・
ウ
ォ
ル
ブ
ソ
ン
の
地
代
請
の
特
質
1
1
1
こ
の
特
質
凶
作
彼
以
前
川
、

お
よ
び
以
後
の
一
マ
ル
ク
ス
批
判
家
の
見
解
に

も
つ
ね
に
み
ら
れ
る

l
iは、
ウ
リ
ヤ

l
ノ
フ
に
よ
り
以
下
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。

「
一
、
絶
対
地
代
の
豊
度
へ
の
依
存
。

A

、

田
和
を
等
し
く
す
る
が
豊
度
を
異
に
す
る
諸
土
地
に
於
る
絶
対
地
代
の
差
異
。
絶
対
地
代
と
差
額
地
代
と
を
区
別
す
る
限
界
は
之
に
よ
っ

て
相
殺
さ
れ
る
二
二
、
絶
対
地
代
は
、
最
劣
等
の
耕
地
に
関
聯
し
て
の
ぷ
価
値
と
生
産
価
格
と
の
差
1
1
農
業
資
本
の
低
位
組
成
に
よ
り

条
件
づ
け
ら
れ
た
る
所
の

l
ー
を
表
示
す
る
。
よ
り
大
な
る
豊
度
の
土
地
に
あ
っ
て
は
此
の
差
は
資
本
の
低
位
組
成
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ



得
な
い
。

、
生
産
価
格
と
市
場
価
怖
と
m
u
v
芯
で
は
な
く
、

一
般
的
生
産
価
格
と
市
場
価
格
と
の

採
用
さ
れ
る
か
ら
。
目
、
市
場

価
ほ
ほ
と
一
般
的
生
産
価
格
と
の
差
と
し
て
の
一
絶
対
地
代
の
一
規
定
は
絶
対
地
代
と
独
占
地
代
と
の
差
異
を
強
調
し
な
い
の
後
者
口
、
農
業
資

木
と
非
農
業
資
本
と
の
有
機
的
組
成
が
等
し
い
場
合
、
同
じ
く
市
場
価
格
と
一
般
的
生
産
価
格
と
の
差
か
ら
生
じ
、

と
り
わ
け
生
産
物
単

位
に
つ
き
等
一
で
あ
る

Q

五、

上
記
の
ふ
を
無
視
す
る
と
し
て
す
ら
、
絶
対
地
代
の
斯
か
る
規
正
は
何
下
一
般
的
な
も
の
℃
あ
り
得
、
ず
、

同
規
模
の
土
地
一
切
を
包
括
し
得
な
い
。
蓋
し
市
場
価
格
を
規
制
す
る
最
劣
等
地
に
と
っ
て
は
、
絶
対
地
代
は
常
に
個
別
的
生
産
価
格
と

個
別
的
価
問
と
の
差
で
あ
る
か
ら
。
六
、
絶
対
地
代
の
廃
除
、
即
ち
生
産
物
の
市
場
価
枯
の
侭
下
は
、
柔
和
地
代
の
減
少
が
一
志
起
し
な
い
L

(
向
と
三
四
頁
)
。

ま
た
A
・
ベ
ナ
リ
ー
も
、
差
額
地
代
の
叙
述
か
ら
絶
対
地
代
の
叙
述
の
段
階
に
仕
る
と
、
農
産
物
の
市
場
価
格
は
生
産
価
格
を
超
え
る

価
値
の
超
過
分
会
合
む
こ
と
に
な
る
点
を
指
摘
し
た
後
、
「
し
か
し
絶
対
地
代
が
個
別
的
価
値
と
個
別
的
生
産
価
格
と
の
間
の
差
額
を
合
む

と
す
れ
減
、
差
額
地
代
ば
も
は
子
市
場
生
産
価
格
と
個
別
的
生
産
何
格
と
の
間
の
差
額
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
な
い

Q

農
業
生
産
物
の
価
値

の
実
体
の
こ
の
部
分
巾
今
や
絶
対
地
代
に
転
化
す
る
か
ら
。
そ
れ
故
『
訂
正
』
が
必
突
で
あ
る
。
絶
対
地
代
を
捨
象
す
る
時
、
差
額
地
代

が
市
場
生
産
価
格
と
個
別
的
生
産
価
格
と
の
間
の
差
額
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
市
場
生
産
価
格
が
も
っ
と
も
高
い
生
産
物
の

個
別
的
価
怖
に
等
し
い
な
ら
ぽ
、
そ
わ
は
今
や
こ
の
、
も
っ
と
も
高
い
生
産
物
の
個
別
的
価
値
L
一-4
り
優
等
な
土
地
の
生
時
物
の
価
仰
と
の

聞
の
差
額
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
」

(
円
マ
ル
ク
ス
・
レ
l
ニ

γ
主
義
農
業
環
論
の
現
実
的
諸
問
題
』
、

〉
コ
話
回
勺
ロ
戸

q-
公〉

7
2丘一。

M
M
Z
Z
E出。

ュ3
〉ぬヨユ
r
g岡
山
市
《
}
町
山
呂
田
口

-
ω
3
5
1
F
B
E
r
g
E田
3
2ユ
お
己
完
封
寸

E
R
E
P
-
Fユ
山
口

3
印
印
、
三
九
五
)
と
述
ベ
、
マ
ル
ク
ス
の
次
の
叙

、
、
、
、

述
、
「
絶
対
地
代
は
、
商
品
の
〔
個
別
的
〕
価
値
、
か
そ
れ
白
身
の
一
生
定
価
格
以
上
に
問
る
超
過
に
等
し
い
、
し
が
る
じ
差
沼
地
代
は
市
場
価

、
、
、

そ
し
て
総
地
代
は
・
・
・
・
・
・
市
場
価
値
が
個
別
的
生
産
価
格
以
上
に
出
る
超
過
に
等
し

値
が
そ
の
個
別
的
価
値
以
上
に
出
る
超
過
に
等
し
い
、

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

四

い
」
(
『
学
説
史
」
第
二
巻
第
二
部
四
八
頁
、
訳
四
四
頁
)
に
基
づ
き
、
資
本
制
地
代
の
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
範
式
を
、

ヨ
蕊
百
曲
~
H
苗

E
D
d
宮
間
~
い
ろ
跡
踊
H

昨
滋
辻
匠
4
d

宣江一一

E
冒
菌
什
童
図
己

B
昨
鵬
首
設
什
兄
)
M
m掛
m
H
誇
泣
比

U
3

司
蕊
富
由
~
い
宣
浬
吉
併
同
附
言
議
~
い
も
)
眺
強
H

務

註

V
3

と
定
式
化
し
た
の
ち
、
「
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
範
式
は
明
白
で
あ
る
左
思
う
か
も

L
れ
な
い
。
し
か
し
二
、
三
め
経
済
学
者
は
別
の
範
式
を
よ

り
正
し
い
範
式
と
し
て
強
い
て
説
明
判
し
よ
う
と
し
て
い
る
c

差
額
地
代
が
絶
対
拙
代
と
と
も
に
到
わ
れ
る
や
否
や
、
彼
ら
は
上
述
の
差
額

地
代
の
『
訂
正
』
を
不
必
要
な
も
の
と
し
、
以
前
の
通
り
、
差
額
地
代
は
市
場
生
産
価
格
が
商
品
の
個
別
的
生
産
価
格
を
超
え
る
超
過
分

と
み
な

L
、
そ
れ
故
必
然
的
に
絶
対
地
代
は
市
場
価
格
が
市
場
生
産
価
格
を
超
え
る
超
過
分
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
い
う
命
題
に
到
達

す
る
。
こ
の
範
式
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

ま
は
山
富
議
什
司
社
以
防
関
宮
蕊
什
②
眺
強
1
書
法
篠
井

吋
討
結
府
開
富
山
一
政
什
歯
切
一
」
寺
山
財
閥
菌
誤
作
③
帥
前
回
目
融
競
荏
4
d

吋
町
溺
ヨ
議
九
二
国
叩
一
)
志
除
同
盟
国
議
什

G
隊
蹟
H

詩
語
芹
」
(
ベ
ナ
リ
1
前
掲
書
三
九
頁
)

と
し
、
後
者
の
見
解
の
代
表
者
と
し
て
、
既
一
L

み
た
異
な
っ
た
士
地
種
類
の
絶
対
地
代
が
単
位
而
積
当
り
で
は
同
一
で
あ
る
こ
す
る
カ
ウ

ツ
キ

l
の
見
解
を
取
り
上
げ
、
「
異
な
っ
た
豊
能
性
と
位
置
を
有
す
る
同
じ
大
き
き
の
土
地
へ
の
等
量
の
資
本
投
下
か
ら
出
発
し
よ
う
。

そ
う
す
る
と
各
等
級
地
で
の
生
産
価
格
の
総
計
と
価
値
の
総
計
は
常
に
生
産
物
量
一
か
ら
独
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
同

様
に
異
な
っ
た
性
質
の
土
地
℃
の
単
枚
面
積
当
り
絶
対
地
代
は
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
の
収
益
は
よ
り

優
等
な
土
地
に
な
る
に
従
っ
て
増
大
す
る
か
ら
、
生
産
価
格
も
価
値
も
単
位
量
当
り
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
単
位
量
当
り
の
価



値
は
生
産
価
格
よ
り
も
急
速
に
低
下
す
る
、
あ
る
い
は
|
|
換
言
す
れ
ば
ー
ー
そ
の
生
産
価
格
を
こ
え
る
生
産
物
の
価
値
の
超
過
分
は
よ

り
優
等
な
土
地
へ
行
く
に
従
っ
て
よ
り
小
さ
く
な
る
c

し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
単
位
量
当
り
の
絶
対
地
代
は
低
落
す
る
。
絶
対
地
代
は
マ

ル
ク
ス
の
範
式
に
よ
れ
ば
そ
れ
故
単
位
量
当
り
で
は
不
等
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
単
位
間
積
当
り
で
は
等
し
い
」
(
向
上
回
二
頁
)
と
述
、
ベ
、

さ
ら
に
「
カ
ウ
ツ
キ

l
の
範
式
で
は
差
額
地
代
は
一
般
に
絶
対
地
代
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

ま
た
絶
対
地
代
の
大
き
さ
に
よ
っ
て

も
影
響
を
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
範
式
の
場
合
、
単
位
面
積
当
り
の
一
絶
対
地
代
は
よ
り
優
等
な
土
地
へ
行
く
に
つ
れ
て
増
加
す

る
か
ら
、
反
対
に
マ
ル
ク
ス
の
範
式
に
お
い
て
差
額
地
代
が
絶
対
地
代
の
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
増
加
す
る
の
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
大
き
さ
だ

け
、
絶
対
地
代
は
差
額
地
代
の
要
素
を
含
む
L

(

同
上
)
と
述
べ
、
続
け
て
「
カ
ウ
ツ
キ
!
の
範
式
の
誤
謬
は
、
二
つ
の
範
式
が
地
代
へ
の

価
格
変
動
の
作
用
を
ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
か
を
研
究
す
れ
ば
、
な
お
一
層
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
も
っ
と
も
高
い
生
産
物
の

価
値
が
価
格
を
規
定
す
る
と
い
う
正
常
の
場
合
か
ら
出
発
す
る
。
こ
こ
で
は
最
劣
等
地
は
絶
対
地
代
を
得
、
他
方
す
べ
て
の
よ
り
優
等
な

土
地
は
絶
対
地
代
の
ほ
か
に
差
額
地
代
を
も
生
ず
る
。
需
要
の
減
少
に
よ
り
市
場
価
格
が
下
落
す
る
と
、
市
場
価
格
が
生
産
価
格
を
超
え

て
高
ま
る
差
額
は
、

よ
り
小
さ
く
な
る
に
違
い
な
い
。
土
地
の
収
益
に
お
け
る
差
異
は
、
価
格
の
下
落
が
最
劣
等
地
を
耕
作
か
ら
引
上
げ

そ
れ
に
か
か
わ
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
換
言
す
れ
ば
、
絶
対
地
代
は
最
劣
等
地
が
耕
作
か
ら

引
上
げ
ら
れ
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
土
地
に
つ
い
て
同
等
量
下
落
す
る
。
そ
れ
は
す
べ
て
の
よ
り
優
等
な
土
地
の
差
額
地
代
が
従
来
の
最
劣

等
地
の
個
別
的
生
産
価
格
と
こ
れ
か
ら
の
最
劣
等
地
の
個
別
的
生
産
価
格
と
の
差
額
だ
け
下
落
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
故
絶
対
地
代
は

る
こ
と
を
惹
起
し
な
い
限
り
は
、

価
格
の
騰
貴
あ
る
い
は
下
落
と
結
び
つ
い
て
一
時
的
に
膨
脹
し
あ
る
い
は
縮
少
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
ど
こ
で
最
劣
等
地
が
耕
作

か
ら
引
上
げ
ら
れ
る
か
あ
る
い
は
引
入
れ
ら
れ
る
か
の
点
ま
で
に
す
ぎ
な
い
。
絶
対
地
代
の
下
落
、
が
最
劣
等
地
を
耕
作
か
ら
引
上
げ
る
こ

と
を
余
儀
な
く
す
る
や
否
や
、
今
ま
で
固
定
し
て
い
た
差
額
地
代
が
下
落
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
絶
対
地
代
は
、

そ
れ
が
価
値
と
生
産
価

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

五



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

一一」ハ

終
と
の
差
額
に
よ
り
再
び
規
定
さ
れ
る
ま
で
、
再
び
膨
脹
す
る
。
し
た
が
っ
て
市
場
価
格
の
変
動
の
中
心
ば
原
則
と
し
て
そ
の
と
き
ど
き

の
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
伺
別
的
価
値
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
範
式
は
こ
の
事
態
を
繰
返
し
正
し
く
示
し
て
い
る
が
、

の
範
式
に
お
い
て
は
個
別
的
価
値
沈
無
意
味
で
あ
る
」
(
同
上
四
三
頁
、
傍
点
以
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
〉

L/
一
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
「
総
量
」
説
的
見
解
に
対
し
、
「
単
位
量
二
説
の
立
場
か
ら
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
大
内
力
氏
に
よ
る
山
田
勝
次
郎
氏
批
判

一
方
カ
ウ
ツ
キ

l

が
な
ら
れ
る
(
た
だ
し
以
下
の
表
現
は
山
田
氏
の
も
の
で
は
な
く
、
犬
内
氏
が
山
田
氏
の
意
図
を
一
ぷ
す
た
め
に
選
ん
だ
も
の
で
あ
る

1

す
な
わ
ち
『
資
本
論
』
の
M

M

l

句、
H

(
司
十
円
)

l

(

旬
、
+
同
)
I
L
と
い
う
代
数
式
に
お
い
て
、
山
田
氏
は

P
を
A
地
の
総
生
産
物
の

生
産
価
格
を
一
ポ
す
も
の
だ
と
い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
か
り
に

A
地
の
生
産
量
七

2
、
B
地
の
そ
れ
を
日
と
し
、

P

4
が
市
場
調
整
価
格
で
あ

る
と
仮
定
す
る
と
、
山
田
氏
に
よ
れ
ぽ

B
地
の
生
産
物
の
総
市
場
価
格
ば
d
一
ぷ
で
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
コ
そ
し
て
山
田
氏
に
よ
れ
ぽ
、

マ
ル
ク
ス
は

B
地
に
つ
い
て
は
こ

o
d
zを
P
と
し
て
表
わ
し
1

1
山
田
説
で
は
同
己
文
字

P
は
土
地
種
演
の
異
な
る
に
従
っ
て
異
な
る

大
き
き
を
示
す
1

1
、
そ
れ
と

B
地
の
生
産
物
の
総
生
産
価
格
w
r
i
-
-山
田
説
で
は

D
地
の

Y
、
C
地
の
?
、

B
地
の
?
、

A
地
の

P
ほ

そ
れ
ぞ
れ
同
じ
大
き
さ
公
示
す
ー
ー
と
の
主
を
句

i
司、
H

止
の
形
で
表
わ
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
d
之
と

A
地
の

P
は
明

ら
か
に
異
な
る
大
き
さ
だ
か
ら
、

B
地
に
つ
い
て
n町一

4
を
P
と
し
て
表
わ
す
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
無
理
な
解
釈
で
あ
る
し
、
ま
た
P
、

γ
淳
子
を
各
地
の
総
宝
探
価
格
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
P
、
?
浮
1
す
べ
て
ほ
じ
大
き
さ
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
、
そ
礼
を
マ
ル
ク
ス
が
異

な
っ
た
文
字
で
表
わ
し
た
一
一
1

1
さ
き
の
山
田
氏
の
表
で
は

P
ほ

E
W

ロ。
w
E
C
W
E
C
を
表
わ
し
、

p
、
P
、
P
、

P
は
全
部
き
と
い
う

可

十

吋

同
じ
数
字
今
一
表
わ
し
て
い
る
i
l
i
と
い
う
の
も
無
理
な
解
釈
で
あ
る

3

次
に
匂
十
円
の
場
合
、
句
十
H

が
価
値
水
準
を
示
し
、
f

l

h

ヵ

而
場
調
整
価
格
と
す
れ
ば
、

B
地
の
生
産
物
の
結
市
場
出
各
土
〕
「
(
ヲ
十
川

f
i
Mるヘ

J

山
国
民
主
そ
れ
を
マ
ル
ク
ス
は
や
芯
り
句
十
司
ti--

{

1

;

h

ー

で
は
異
な
っ
た
大
き
さ
を
一
却
す
も
の
と
す
る
1

i
で
表
わ
し
た
と
解
す

ー
山
日
氏
は
回
以
十
同
を
A
地
と
B
地

(
伺
様
に

C
地、

D
池
で
も
)



る
。
次
に

B
地
の
生
産
物
の
稔
価
値
は
句
、

:
1
l山
田
氏
は
こ
の

A
地
の
句
一

司、

B
地
の
一
句
、
+
H
、

C
地
の
句
、
、

円、

D
地
の

句
ミ
+
H
を
そ
れ
ぞ
れ
等
L
い
大
き
さ
を
示
寸
も
の
と
す
乙

i
ー
で
あ
る
か
ら
、
差
額
地
代
は
(
円
以
ム
ニ
i
(
H
t
十
円
〉
H
守
|
句
、
で

E

が
絶
対
地
代
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
め
る
。

廿

(
J
f
T
C
で
あ
る
川
、
そ
れ
を
司
十
H
で
表
わ
す
と
い
う
場
合
、
前
に
は

B
地
に
つ
い
て
は
寸
ふ

P
と
表
わ
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と

す
h
ぽ
、
コ
ハ
H
V
!
?
吋
)
H
l
H
J
+
H
の
関
係
、
弘
成
り
立
た
な
ム
J

れ
王
な
ら
江
い
。
っ
き
り
ロ
吋
HH

円
で
ん
よ
十
れ
ば
な
ら
た
い
。
し
た
が
っ

1

1

J

:

l

h

j

:

 

て
B
地
に
つ
い
て
司
十
円
が
総
市
場
価
格
を
表
わ
す
と
い
う
場
合
に
は
、

P
が
A
地
の

P
と
は
異
え
る
大
き
ざ
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

あ
り
、

だ
が
と
れ
は
ご
ま
か
し
で
ゐ
る
。

何
故
な
ら

B
地
の
生
庄
物
の
総
市
場
価
格
は

r
も
A
地
の

r
と
は
異
な
る
大
き
さ
に
々
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

具
体
的
に
は
そ
】
れ
は
町

4
な
の
で
あ
る
。

2
1
十
円
)
的
場
合
、
三
二
つ
の

r
ば
呉
な
っ
た
大
き
三
」
あ
り
、
実
は
(
句
十
寸
)

1

〈
司
、
ト
ニ
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ

、
と
す
れ
ば

(
司
!
?
円
〉
|

は
決
し
て
H
向
日
に
は
な
ら
な
い
(
大
内
力
「
地
代
と
士
泊
所
有
』
二
O
U
i
一
民
参
照
)
二

と
こ
ろ
が
他
方
山
田
氏
に
よ
れ
ば
、

B
地
の
総
価
値
司
、
+
円
は
雫
は

A
地
の
M
M

十
?
と
日
じ
大
き
き
な
の
だ
か
ら
、
そ
し
て

P
は
P
と

日
じ
大
き
さ
2
J
の
だ
か
ら
、

r
も
A
、
B
地
と
も
に
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
ハ
そ
れ
故
山
田
氏
の
よ
う
に
い
え
ば
、
こ
内
場
合

r
も
A
地
と

B
地
で
は
異
な
っ
た
大
き
さ
を
一
川
す
こ
と
も
あ
り
、
日
じ
大
き
き
を
一
不
す
こ
と
も
あ
る
と
い
う
結
川
市

ιな
る
。
そ
れ
は
山
田
氏
に
よ
れ
ば

「
少
し
く
解
り
難
い
表
現
」
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、

つ
じ
つ
支
を
あ
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
の
大
内
氏
円
山
田
説
批
判
を
み
て
気
づ
く
こ
と
は
、
山
田
氏
が
マ
ル
ク
ス
の
代
数
式
で
は
副
主
雨
上
り
無
理
が
あ
る
が
、
並
立
街
地
代
の

法
則
ふ
一
一
絶
対
地
代
論
の
段
階
に
お
い
て
正
当
に
把
怪
ナ
る
た
め
に
は
、
V

)

の
用
語
上
り
無
理
に
と
ら
わ
れ
で
は
な
ら
?
ぽ
い
と
し
て
、
「
総
量
」

の
見
地
に
立
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
大
内
氏
は
あ
く
ま
で
も
山
田
氏
の
よ
う
に
「
総
量
」
め
見
地
に
立
工
ぽ
、

マ
ル
ク
ス
の
代
数
式
は
つ

じ
つ
ま
が
あ
わ
な
く
な
る
と
し
て
批
判
し
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
山
田
氏
が
用
語
上
の
無
理
は
あ
る
が
と
し
℃
「
総
量
」
の
一
見
地

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

七



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
で

入

に
立
っ
て
解
釈
し
た
代
数
式
を
、
大
内
氏
は
用
語
上
の
無
理
な
ど
存
在
し
な
い
も
の
と
し
て
マ
ル
ク
ス
の
代
数
式
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、

「
単
位
量
」
の
立
場
に
立
っ
て
解
釈
し
、
批
判
を
加
え
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
両
者
の

批
判
は
並
行
し
、

一
致
点
に
到
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
故
い
ず
れ
の
解
釈
が
正
当
で
あ
る
か
は
、

に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
絶
対
地
代
お
よ
び
差
額
地
代
範
時
の
正
し
い
理
解
に
基
づ
い
て
、
そ
の
上
で
い
ず
れ
の
見
解
が
正
し
い
か
を
明

マ
ル
ク
ス
の
代
数
式
の
解
釈

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
き
日
高
普
氏
は
問
題
の
所
在
を
次
の
よ
う
に
簡
明
に
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
単
位
量
」
説
と
「
総
量
」
説
の

見
解
を
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
基
本
表
」
に
基
づ
き
表
示
す
れ
ば
次
の
二
つ
の
表
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、

山

府

〉

根

枠

内

町

同

州

骨

骨

山

収

古

野

卜十
接
部
潜
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右
の
表
で
差
額
地
代
と
絶
対
地
代
の
項
目
を
除
い
て
は
各
項
目
と
も
等
し
い
。
た
だ
し
表
A
の
「
単
位
生
産
物
当
り
説
」
に
あ
っ
て
は
、

最
劣
等
地
は
何
ら
の
地
代
も
支
払
わ
な
い
と
い
う
前
提
か
ら
、
土
地
等
級
A
が
絶
対
地
代
を
支
払
う
と
い
う
前
提
に
移
っ
た
場
合
で
も
、

差
額
地
代
は
そ
の
生
産
物
価
格
面
で
は
変
化
を
生
じ
な
い
が
、
し
か
し
現
物
形
態
で
は
、
た
と
え
ば

B
地
の
差
額
地
代
一
二
シ
リ
ン
グ
は
、

農
産
物
の
市
場
価
値
が
一
ブ
ッ
シ
ェ
ル
七
シ
リ
ン
グ
な
の
で
あ
る
か
ら
、
現
物
形
態
で
は
二
ブ
ッ
シ
ェ
ル
か
ら
一
科
事
ブ
ッ
シ
ェ
ル
に
減
少

し
て
い
る
。
そ
の
か
わ
り
B
地
の
絶
対
地
代
は
そ
の
価
格
面
に
お
い
て
は

A
地
の
絶
対
地
代
が
一

0
シ
リ
ン
グ
で
あ
る
の
に
、

B
地
の
そ

れ
は
二
一
シ
リ
ン
グ
と
増
大
し
て
お
り
、

し
た
、
が
っ
て
、
そ
の
現
物
量
も
A
地
の
一
科
事
ブ
ッ
シ
ェ
ル
に
対
し
、

B
地
で
は
一
科
ブ
ッ
シ
エ

ル
へ
と
増
大
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
表
B

「
単
位
面
積
当
り
説
」
に
あ
っ
て
は
、
差
額
地
代
は
現
物
形
態
に
お
い
て

は
同
一
で
あ
る
が
、
そ
の
価
格
面
に
お
い
て
は
増
大
し
て
お
り
、

ま
た
絶
対
地
代
は

A
、
B 

c、
D
の
各
等
級
地
に
お
い
て
、
現
物
量

に
お
い
て
も
、
価
格
量
に
お
い
て
も
不
変
で
あ
る
。
日
高
氏
は
こ
の
二
つ
の
表
を
く
ら
べ
て
み
る
と
問
題
の
所
在
、
が
は
っ
き
り
す
る
と
し

て
表
甲
を
作
成
さ
れ
る
。

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

二
九



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て
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そ
こ
で
も
し
絶
対
地
代
が
存
在
し
な
い
よ
う
な
状
態
で
も
生
ず
る
よ
う
な
主
額
地
代
だ
げ
を
差
額
地
代
と
名
づ
け
る
な
ら
ば
、
差
額
地
代

二
一
、
二
回
、
=
一
六
、
四
八
と
な
る
。
と
れ
に
反
し
絶
対
地
代
を
「
絶
対
」
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
て
土
地
豊
皮
に
関
係
の
な
い

面
積
当
り
一
定
の
も
の
と
す
る
な
ら
、
絶
対
地
代
は
一

O
、

一C
、

一O
、

C 

一
O
と
な
る
。
こ
の
両
者
を
並
べ
て
表
示
す
れ
ば
表

ま
り
を
、

乙
の
如
く
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
絶
対
地
代
に
も
差
額
地
代
に
も
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
余
り
が
で
き
て
し
ま
う
o

日
高
氏
は
「
と
の
あ

か
り
に
中
間
地
代
と
名
づ
け
よ
う
。
そ
う
す
る
と
こ
の
中
間
地
代
な
、
差
額
地
代
に
ふ
く
ま
せ
る
か
絶
対
地
代
に
ふ
く
ま
い
吃
る

か
と
い
う
問
題
に
な
る
」
(
前
掲
「
絶
対
地
代
の
概
念
L

九
四
頁
)
と
手
際
よ
く
問
題
の
所
在
を
要
約
し
て
お
ら
れ
る
の
一
下
め
る
。

そ
こ
で
問
題
は
こ
の
「
中
間
地
代
」
の
性
格
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、

と
い
う
点
に
し
ぼ
ら
れ
る
c

氏
は
「
中
間
地
代
」
は
一
方

な
わ
ち
「
中
間
地
代
」
は
土
地
の
豊
度
に
依
存
す
る
と
い
う
点
、

で
は
差
額
地
代
と
同
一
性
質
を
も
っ
と
同
時
に
、
他
方
で
は
そ
れ
が
絶
対
地
代
と
同
一
性
質
を
も
っ
点
を
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。
す

つ
ま
り
最
劣
等
地
で
生
産
さ
れ
た
商
品
の
価
格
が
き
め
ら
れ
、
そ
の
価

格
で
よ
り
優
等
な
土
地
で
生
産
さ
れ
た
商
品
が
売
ら
れ
る
た
め
、
優
等
地
の
資
本
は
最
劣
等
地
の
資
本
に
く
ら
べ
て
利
四
円
超
過
分
を
生



む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
、
差
街
地
代
と
全
く
共
泊
の
性
絡
を
も
っ
て
い
る
c

正
が
土
地
所
有
的
外
的
な
力
が
な
け
れ
ば
絶
対
に
生

じ
え
な
い
と
い
う
点
で
は
絶
対
地
代
と
同
一
性
格
を
7

沿
っ
て
い
る
。
土
地
所
有
者
自
身
に
よ
る
優
等
地
の
自
己
経
告
の
場
合
、
経
営
者
に

と
っ
て
土
地
所
有
の
外
的
な
力
は
彼
自
身
、
が
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
一
応
消
滅
し
て
お
り
、
彼
の
入
手
し
た
「
中
間
地
代
」

は
必
ず
し
も
そ
の
土
地
所
有
の
外
的
な
力
の
故
で
は
な
い
が
、

し
か
し
こ
の
場
合
ー
も
最
劣
等
地
の
±
地
所
右
の
外
的
な
力
の
た
め
成
立
し

た
も
の
で
あ
り
、
絶
対
地
代
を
生
じ
さ
せ
た
の
と
全
く
同
じ
も
の
が
「
中
間
地
代
」
を
生
じ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
絶
対
地
代
に

つ
い
て
も
そ
れ
は
土
地
の
豊
度
か
ら
独
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
絶
対
地
代
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
最
劣
等
地
と
い
う
あ
る
豊

度
を
も
っ
た
土
地
が
無
限
に
は
存
在
せ
ず
、
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
(
向
上
一

O
八
瓦
)
。
限
ら
れ
た
最
劣
等
地
と
、

い
く
ら
で
J

も
あ
る
そ
れ
以
下
の
嬰
度
合
も
っ
た
土
地
と
内
問
に
豊
度
の
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
絶
対
地
代
を
成
立
さ
せ
る
条
件
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
c

し
た
が
っ
て
右
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
絶
対
地
代
、
か
照
度
の
差
か
ら
独
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も

正
し
く
は
な
い
。

で
は
土
地
所
有
の
外
的
な
力
に
つ
い
て
は
と
う
か
。
差
額
地
代
論
か
ら
絶
対
地
代
論
へ
の
移
行

ιさ
い
し
、
新
た
に
加
っ
た
条
件
は
、

差
額
地
代
一
請
が
最
劣
等
地
の
土
地
所
有
の
外
的
な
力
が
捨
象
さ
れ
て
展
開
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
絶
対
地
代
論
で
は
そ
の
存
在
が
前
提

さ
れ
て
い
る
と
い
う
二
と
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
「
新
た
に
く
わ
わ
っ
た
土
地
所
布
の
外
的
な
力
と
い
行
条
件
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
成
立

し
た
地
代
を
こ
そ
絶
対
地
代
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
に
向
上
一

O
九
一
比
三
か
く
し
て
日
高
氏
は
以
上
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
一
中
間
地
代
」

を
絶
対
地
代
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
差
額
地
代
の
規
定
の
一
貫
性
が
保
た
れ
る
と
し
て
、
こ
の
「
中
間
地
代
」
を
絶
対
地
代

と
規
定
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
仮
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

一

私
見

i
lい
わ
ゆ
る
「
中
間
地
代
」

の
性
格
規
定

ω絶
対
地
代
と
豊
度
、

お
よ
び
倒
絶
対
地
代
と
土
地
所
有
、
と
に
関
す
る
右
の
見
解
を
検
討
し
、
果
し
て
「
総
量
」
説
と
「
単
位
量
」
説

の
い
ず
れ
の
見
解
が
正
当
で
あ
る
か
を
み
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
第
一
の
点
、
絶
対
地
代
と
豊
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
る
ほ
ど
絶

対
地
代
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、

一
定
の
豊
度
を
も
っ
最
劣
等
地
が
有
限
で
あ
る
と
い
う
資
本
主
義
社
会
の
現
実
が
不
可
欠
の
条
件
で
あ

る
と
い
う
点
を
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
豊
度
は
絶
対
地
代
の
成
立
に
一
つ
の
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ

豊
度
は
両
者
に
一
定
の
関
係
を
も
っ
て
い
る
が
、

の
こ
と
は
豊
度
が
絶
対
地
代
に
も
つ
関
係
と
同
じ
関
係
を
、
豊
度
が
差
額
地
代
に
も
つ
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど

し
か
し
問
題
な
の
は
そ
の
関
係
、
が
い
か
な
る
関
係
で
あ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
差
額

地
代
が
豊
度
と
関
係
を
も
つ
の
は
諸
土
地
が
そ
れ
ぞ
れ
豊
能
度
の
差
を
も
ち
、

し
た
が
っ
て
同
一
の
資
本
投
下
に
よ
り
生
産
物
量
に
差
が

生
じ
、
こ
の
生
産
物
量
の
差
額
が
、
絶
対
地
代
論
の
段
階
に
あ
っ
て
は
、
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値

i
l
『
資
本
論
』
に
お
け

る
差
額
地
代
論
の
段
階
に
あ
っ
て
は
個
別
的
生
産
価
格
ー
ー
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
市
場
価
格
で
売
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
差
額
地
代
が
生

ず
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
諸
土
地
種
額
の
豊
能
度
(
お
よ
び
市
場
か
ら
の
距
離
)

の
差
等
が
差
額
地

代
の
成
立
の
必
須
の
条
件
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
右
の
よ
う
な
意
味
で
は
絶
対
地
代
と
豊
度
と
の
関
係
は
な
い
。
曲
一
一
旦
度
が

絶
対
地
代
に
も
つ
関
係
は
、
最
劣
等
地
が
有
限
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
土
地
所
有
者
は
無
償
で
こ
れ
を
資
本
家
の
使
用
に
ゆ
だ
ね
な
い
と

い
う
場
合
、

そ
の
最
劣
等
地
も
一
定
の
豊
度
を
も
っ
て
い
る
、

と
い
う
意
味
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
豊
度
が
差
額
地
代
と
絶
対
地
代

に
も
つ
関
係
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を
日
高
氏
の
よ
う
に
絶
対
地
代
も
差
額
地
代
も
豊
度
と
関
係
を
も
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
「
中

問
地
代
」
が
曲
一
一
旦
度
と
一
定
の
関
係
を
も
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら
は
「
中
間
地
代
」
を
絶
対
地
代
と
も
差
額
地
代
と
も
規
定



ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
の
は
お
か
し
い
ベ
中
間
地
代
」
が
畳
度
に
も
つ
関
係
は
、

や
は
り
右
に
述
べ
た
差
額
地
代
と
注
皮
の
関
係

に
あ
て
は
ま
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

わ
ち
差
額
地
代
は
、

簡
単
に
い
え
ば
、
社
労
年
地
の
生
産
物

η
平
均
的
市
場
価
格
×
生
白

物
量
の
差
額

(
均
論
的
に
は
各
等
級
地
の
同
一
一
間
積
に
同
一
資
本
企
投
下
し
て
生
じ
た
差
額

J

で
あ
る
が
、

明
ら
か
に
「
小
間
地
代
」
と
称
さ
れ

る
も
の
は
絶
対
地
代
を
含
む
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
に
よ
り
抜
定
さ
れ
た
生
産
物
の
出
場
価
格
と
各
等
級
地
の
生
産
物
量
の
差
額
の
積

に
よ
り
生
じ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
ー
彼
の
上
向
法
に
従
っ
て
、
差
額
地
代
の
説
明
に
あ
た
っ
て
は
絶
対
地
代
を
捨
象
し
て

問
題
を
考
察
し
、
絶
対
地
代
の
説
明
に
あ
た
っ
て
ほ
、
優
等
地
に
お
い
て
で
は
な
く
、
最
劣
等
地
の
絶
対
地
代
を
問
題
と
し
て
考
察
を
行
な

っ
て
い
た
。
し
た
が
っ

τ
「
中
間
地
代
」
の
問
越
は
出
て
来
な
い
〉
絶
対
地
代
論
の
段
附
で
優
等
地
の
差
積
地
代
と
絶
対
地
代
を
統
一
的

に
問
題
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
始
め
て
い
わ
ゆ
る
「
中
間
地
代
」
部
分
か
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
差
額
地
代
論
の
段
階
で
最

劣
等
地
の
農
産
物
が
個
別
的
生
産
価
格
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
絶
対
地
代
論
段
階
で
は
個
別
的
価
値
と
し
て
規
定
さ
れ
る

当
然
の
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
故
こ
の
「
中
間
地
代
」
な
る
も
の
は
右
の
事
情
に
よ
る
差
額
地
代
の
量
的
変
化
の
結
果
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ

れ
故
「
中
間
地
代
」
式
『
資
本
論
r

一
の
差
額
地
代
論
段
附
で
農
産
物
の
市
場
価
格
が
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
主
産
価
格
に
よ
り
焼

(
ぶ
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
の
が
、
絶
対
地
代
論
。
段
階
で
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
'
ど
に
よ
り
生
じ
た
地
代
増
加
分

(
つ
ま
り
「
中
明
地
代
」
)
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
日
一
両
氏
の
い
わ
れ
る
「
中
間
地
代
」
な
る
も
の
は
そ
の
本
質
に
お
い
て
差
額
地
代
に
ほ
か

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
次
の
よ
う
な
疑
問
が
生
ず
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
「
中
間
地
代
」
を
含
め
た
差
額
地
代
は
そ
う
す
る
と
絶

対
地
代
部
分
を
合
め
る
こ
と
に
よ
り
量
的
に
増
大
し
て
い
る
、
が
、
こ
れ
は
土
地
豊
度
の
差
異
に
直
接
基
づ
〈
も
の
で
は
な
く
、
最
劣
等
地

の
市
場
価
格
が
そ
の
何
則
的
生
産
価
格
で
は
な
く
、
個
別
的
価
値
に
よ
り
規
定
さ
れ
だ
に
め
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る

O
L
か
し

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

コ一四

つ
ま
り
絶
対
地
代
論
段
階
で
考
察
さ
れ
る
故
、
曲
一
甲
一
度
の
差
に
よ

こ
の
点
は
、
差
額
地
代
が
差
額
地
代
論
よ
り
も
よ
り
現
実
に
近
い
段
階
、

っ
て
る
各
等
級
地
の
生
産
物
量
聞
の
差
額
が
生
産
価
格
で
は
な
く
、

生
産
価
終
に
絶
対
地
代
部
分
だ
け
プ
ラ
ス
し
た
価
値
額
に
規
定

さ
れ
た
農
産
物
の
市
場
価
格
に
よ
っ
て
乗
ぜ
ら
れ
亡
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
」
中
間
地
代
」
は

あ
く
ま
で
も
土
地
豊
度
そ
の
も
の
に
基
づ
い
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
c

つ
ま
り
こ
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
等
級
聞
の
生
産
物
量
の
差
額

が
乗
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
基
準
額
た
る
市
場
価
格
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
豊
皮
そ
の
7J
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
u

が
し

か
し
、
こ
れ
は
単
に
マ
ル
ク
ス
の
い
わ
ゆ
る
上
向
法
の
結
果
で
あ
っ
て
、

J4
額
地
代
の
本
質
的
修
正
J
T
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し

て
こ
の
各
等
級
地
閉
め
生
産
物
量
の
差
額
、
か
乗
ぜ
ら
れ
る
こ
の
い
わ
ぽ
基
準
額
た
る
価
値
の
貨
幣
的
表
現
と
し
て
の
一
市
場
価
格
の
変
化
と

い
う
こ
と
は
、
何
ら
差
額
地
代
の
本
質
を
規
定
十
る
要
因
と
な
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
次
の
こ
と
か
ら
も
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
c

た
と

え
ば
市
場
の
状
態
、
需
給
の
関
係
等
に
よ
り
、
従
米
の
最
劣
等
地
が
よ
り
劣
悪
な
土
地
が
耕
作
閣
内
へ
参
加
し
た
た
め
優
等
地
と
な
り
、

ま
た
は
逆
に
従
来
の
最
劣
等
地
が
耕
作
閏
外
へ
離
脱
し
た
た
め
、
従
来
の
優
等
地
が
劣
等
地
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
基
準
栢
た
る
市
場
価

格
す
な
わ
ち
最
劣
等
地
の
一
個
別
的
価
値
が
変
化
し
、
差
街
地
代
が
量
的
に
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
c

こ
の
場
合
の
地
代
の
増
減
分
は
差
額

た
と
え
ば
一
般
的
工
業
生
産
部
同
で
成
立
す
る
平
均
利
潤
率
が
一
一
O
%
か
ら
一
五
%

地
代
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
、
ま
た
こ
の
ほ
か
、

て
あ
る
い
は
二
五
%
へ
と
変
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
然
差
額
地
代
は
量
的
変
化
を
米
す
の
で
あ
る
む
が
、
こ
の
地
代
量
の
変
化
が
差

額
地
代
の
木
質
に
か
か
わ
る
問
題
で
な
い
こ
と
ほ
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
差
額
地
代
の
貨
幣
量
が
絶
対
地
代
段
階
に
お
い
て
量
的
に

増
大
す
る
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
か
ら
一
中
間
地
代
」
を
差
額
地
代
で
は
な
い
と
結
論
す
る
こ
と
は
不
当
で
あ
っ
て
、
こ
め
よ
う
な
結
論

は
マ
ル
グ
ス
の
方
法
に
対
す
る
無
理
解
に
よ
る
も
の
か
、
も
し
く
は
そ
れ
の
意
識
的
否
定
と
結
び
つ
い
て
い
る
謬
論
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る

が
)
子
五
、
0

4
h
d
f
チ

J
L



次
に
土
地
所
有
と
「
中
間
地
代
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
。
農
産
物
の
市
場
価
格
が
最
劣
等
地
の
農
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
で
は
な
く
、

個
別
的
価
値
で
規
制
さ
れ
る
の
は
土
地
所
有
の
独
占
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
結
果
優
等
地
の
地
代
は
「
中
間
地
代
」
部
分
だ
け
増

加
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
高
氏
は
こ
の
「
中
間
地
代
」
は
外
的
な
土
地
所
有
の
力
に
よ
り
生
じ
た
が
故
に
絶
対
地
代
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
。だ

が
差
額
地
代
論
か
ら
絶
対
地
代
論
へ
の
移
行
に
際
し
、
新
た
に
加
っ
た
本
質
的
条
件
は
、
差
額
地
代
論
が
最
劣
等
地
の
土
地
所
有
の
外

的
な
力
が
捨
象
さ
れ
て
展
開
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
絶
対
地
代
論
で
は
そ
の
存
在
が
前
提
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
新
た
に
加
っ
た
土
地
所
有
の
外
的
な
力
と
い
う
条
件
に
よ
っ
て
始
め
て
成
立
し
た
「
中
間
地
代
」
な
る
も

の
こ
そ
絶
対
地
代
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
の
日
高
氏
の
主
張
は
正
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
c

し
か
し
、

い
う
ま
で
も
な
く
絶
対
地
代
論
が
差

額
地
代
論
に
く
ら
べ
て
よ
り
具
体
的
で
あ
る
点
は
、
周
知
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、
外
的
な
力
と
し
て
の
土
地
所
有
の
独
占
と

い
う
条
件
の
み
で
は
な
く
、
工
業
に
お
け
る
平
均
資
本
に
く
ら
べ
て
土
地
生
産
部
門
た
る
農
業
資
本
の
構
成
が
低
位
で
あ
る
と
い
う
条
件

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
条
件
を
前
提
と
し
て
農
産
物
の
価
値
と
生
産
価
格
と
の
差
か
ら
絶
対
地
代
は
生
ず
る
。
し
た
が
っ
て
本
来

的
農
業
に
お
け
る
資
本
の
構
成
、
か
社
会
的
・
平
均
的
資
本
の
構
成
よ
り
も
低
位
で
あ
る
前
提
の
も
と
で
の
み
、
農
業
生
産
物
の
価
値
は
生

産
価
格
以
上
で
あ
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
前
提
の
く
ず
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
に
照
応
す
る
地
代
形
態
た
る
絶
対
地
代
も
く
ず
れ

「
絶
対
地
代
は
土
地
生
産
物
の
生
産
価
格
を
超
え
る
価
値
の
余
剰
で
あ
る
」

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、

り
上
げ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

(
『
学
説
史
』
第
二
巻
第
一
部
三
二
九
頁
、
訳
コ
二
=
一
百
九
)
か
ら
。
と
こ
ろ
が
日
高
氏
は
土
地
所
有
の
外
的
な
力
の
み
を
新
た
な
条
件
と
し
て
取

(
6
)
 

し
た
が
っ
て
氏
の
絶
対
地
代
範
瞬
は
何
ら
価
値
と
の
必
然
的
結
び
つ
き
を
も
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

(

9

)

 

こ
の
よ
う
に
絶
対
地
代
は
農
産
物
の
価
値
に
よ
っ
て
限
界
づ
け
ら
れ
ず
、
絶
対
地
代
は
農
産
物
の
生
産
価
格
と
市
場
価
格
と
の
差
額
で
あ
り
、

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

五



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

ム
ノ、

土
地
所
有
の
独
占
に
の
み
基
づ
く
と
こ
ろ
の
、
-
)
の
よ
う
な
意
味
で
の
一
種
の
独
占
価
格
で
あ
る
と
す
る
理
解
は
、
「
単
位
円
ポ
」
説
の
諸
氏
に
共
通

の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
木
誌
第
十
四
巻
第
一
号
桝
楠
「
絶
対
地
代
論
と
そ
の
問
題
点
」
に
お
い
て
批
判
的
検
討
を
試
み
た
の
で
、

こ
こ
で
は
再
論
し
な
い
。
た
だ
か
か
る
見
解
の
実
践
的
帰
結
と
し
て
は
↓
生
産
物
の
価
格
が
純
粋
な
独
占
価
格
で
あ
り
、
そ
の
決
定
的
な
規
定
要
素

が
住
民
の
購
買
力
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
価
格
か
ら
坐
ず
る
独
占
利
潤
が
土
地
所
有
者
の
手
に
入
る
か
、
あ
る
い
は
農
業
者
の
手
に
入
る
か
は
ど
ち
ら

で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
o

士
地
の
同
右
化
は
そ
の
場
合
設
業
生
産
物
の
価
格
の
伸
展
に
対
し
て
何
ら
の
意
味
も
も
た
な
い
」
(
ベ
ナ
リ
l
前
掲
書
四
四

一
氏
ぜ
こ
と
に
な
り
、
絶
対
地
代
、
が
農
業
労
働
弁
。
創
り
出
し
た
価
値
で
は
な
い
放
に
、
農
業
労
働
者
に
分
配
さ
れ
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
、
と

い
ろ
点
を
指
摘
し
て
お
く

G

そ
し
て
絶
対
地
代
は
あ
く
ま
で
も
農
産
物
の
価
値
の
一
部
分
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
大
き
さ
は
、
こ
の
よ
う
な
農
業
資
本
の
低
位
構
成

と
同
一
の
平
均
利
潤
の
も
と
で
は
、
等
且
旦
の
資
本
投
下
に
対
し
て
常
に
等
額
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
た
と
え
、
い
マ
ル
ク
ス
が
一
寸
学
説
史
』

第
二
巻
第
二
部
の
リ
カ
ル
ド
批
判
に
使
用
し
た
表

A
(
そ
こ
で
は
マ
ル
ク
ス
は
炭
坑
を
例
と
し
て
い
る
)

で
の
説
明
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。

〉

一

一

一

一

務

l
愚
氏
J

↑
l
l
愚
氏
。
一

l
愚
政
守
一

l
愚

民

守

一

議

道

出

限

強

一

務

一

↑
持
宗
一
添
い
サ
一
遍
繁
一
一
「
『
芝
山
岬
〕
吉
一
富
司
額
言
由
一
貫
と
一
}
言
爵
一
眺
望
酋
富
一
浪
岡
宮
恭
一
議
方
一
長
》
一

H
E
3
一

一

一

瀬

一

一

忠

一

混

一

幕

一

事

一

潟

一

議

一

羽

一

潟

↑

一
一
一

5
0
一
由
。
↑

5
0
一

M

一

日

一

。

一

志

骨

一

5

一

。

一

回

。

一

一
『
一

}
3
0

由日

]

ω

(

)

一

日

一

℃

よ

ω

一

ぷ

ω

一

H

求
均
一
回
〔
}
一

H

O

M

O

一

一
国
一
呂
(
)
百
一
]
印
。
一

N

一

]

♂

一

ぷ

一

同

氏

以

一

回

。

一

宮

一

品

。

一

一

平

日

C

C

N

C

O

品

。

。

一

一

一

一

日

C

一

ち

一

三

一

(
一
二
村
訟
畑
一
付
税
ハ
隊
滋
い
時
出
国

O
l
E
l河
・
兇
川
》
什
河
)

す
な
わ
ち
、

い
ま

I
-
E
-
E
の
三
つ
の
土
地
に
そ
れ
ぞ
れ
一
(
つ

0
ポ
ン
ド
の
資
本
を
投
下
し
、
各
々
六

0
ト
ン
、
六
五
ト
ン
、

七
主
ト

ン
の
収
穫
を
得
た
と
す
る
。
需
要
は
ち
ょ
う
ど
二

0
0ト
ン
で
最
劣
等
地
ー
が
市
場
価
値
の
規
制
者
で
あ
る
と
す
る
。
前
払
総
資
本
一

O



O
に
対
し
、
そ
の
二

O
Mに
等
し
い
剰
余
価
値
を
供
す
る
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
場
合
、

資
本
の
構
成
は
き
?
?
N
0
4
1
H
O
C
-

剰
余

価
値
率
一

O
O
M
N、
平
均
利
潤
率
一

O
M
mと
す
れ
ば
、

I
、

H
、
E
の
各
土
地
に
個
別
的
価
値

l
lた
と
え
ば

I
で
二
ポ
ン
ド
、

E
で一

弘
ポ
ン
ド
、
皿
で
五
ポ
ン
ド
!
と
個
別
的
生
産
価
格
1
1
1
で
%
ポ
ン
ド
、

E
で
一
泊
ポ
ン
ド
、
皿
で
一
%
ポ
ン
ド
ー
ー
と
の
差
額

噌

4

3

B

5

 

1
1た
と
え
ば
ー
で
は
弘
ポ
ン
ド
、

H
で
%
ポ
ン
ド
、

E
で
弘
ポ
ン
ド

i
lに
収
穫
量
六

O
、
六
五
、
七
五
を
乗
じ
た
絶
対
地
代
I
、
H
、

E
そ
れ
ぞ
れ
一

0
ポ
ン
ド
が
成
立
す
る
c

つ
ま
り

I
、

H
、
亜
の
各
等
級
地
は
位
置
と
豊
度
と
の
差
に
基
づ
く
生
産
性
の
栢
異
に
よ
り
各

々
異
な
っ
た
生
産
量
を
あ
げ
、

し
た
が
っ
て
そ
の
個
別
的
価
値
と
個
別
的
生
産
価
格
と
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
大
き
さ
で
あ
り
、

し
か
も

そ
の
差
額
た
る
単
位
生
産
物
当
り
絶
対
地
代
量
は
相
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
単
位
面
積
当
り
同
一
の
資
本
に
対
し
て
は
等
量
の
絶
対

地
代
一

0
ポ
ン
ド
を
そ
れ
ぞ
れ
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は

I
、

E
、
E
の
各
等
級
地
の
資
本
の
構
成
が
同
一
で
あ
り
、
各
土
地
の
生
産

物
総
価
値
は
自
然
的
条
件
に
よ
る
労
働
の
生
産
性
の
差
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ず
れ
も
一
二

0
ポ
ン
ド
で
等
し
く
、
与
え
ら
れ
た
平
均
利

潤
率
一

O
μ
の
も
と
で
は
そ
の
生
産
価
格
も
一
一

0
ポ
ン
ド
で
ま
た
等
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
差
額
た
る
絶
対
地
代
量
一

O
ポ
ン

ド
が
等
量
で
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

『
そ
れ
は
明
か
に
、

一
O
O鴎
の
資
本
の
投
下
さ
れ
る
炭
坑
、
耕
地
、

一
言
で
い
へ
ば

自
然
的
要
素
の
自
然
的
豊
能
性
の
種
々
な
る
程
度
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
労
働
の
生
産
性
の
差
異
に
は
事
も
左
右
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
』

(
向
上
四
四
頁
、
訳
四
一
一
良
)
。
ま
た
絶
対
地
代
が
農
産
物
の
生
産
価
格
と
価
値
と
の
差
額
の
一
部
と
し
て
実
現
さ
れ
た
場
合
、
前
掲
の
表
A

で
は
な
く
表
C
の
場
合
、
そ
こ
で
は
資
本
の
構
成
と
与
え
ら
れ
た
平
均
利
潤
率
に
は
変
化
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
し
か
に
等
級
ー

で
絶
対
地
代
が
わ
ず
か
%
ポ
ン
ド
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

七



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て
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し
か
し
こ
れ
は
表
C
で
は
最
劣
等
地
ー
が
市
場
価
格
を
決
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
市
場
価
格
を
決
定
す
る
の
は
等
級

E
で
あ
る
か
ら

q
u
 

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ー
の
個
別
酌
価
値
二
ポ
ン
ド
な

H
の
個
別
的
価
値
で
あ
る
市
場
価
値
一
リ
九
ポ
ン
ド
よ
り
高
い
。
こ
の
た
め

I
の
絶

。。

対
地
代
の
大
き
さ
は
ー
の
個
別
的
価
値
と
生
産
価
格
と
の
差
額
で
は
な
く
、
市
場
価
値
と
生
産
価
格
と
の
差
額
と
な
り
、

w
九
ポ
ン
ド
に
す

ー

ぎ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
だ
が
等
級
日
以
上
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
絶
対
地
代
は
一

0
ポ
ン
ド
で
あ
り
、
同
一
で
あ
る
。
そ
れ
故
地
代
は

そ
の
個
別
的
価
値
が
市
場
価
格
を
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
土
地
等
級
(
表
A
で
は
l
、
表
C
で
は
1
)
で、

何
ら
の
差
額
地
代
部
分
を
も
含
ま

ず
絶
対
地
代
と
し
て
喫
現
さ
れ
、
優
等
地
で
は
こ
の
絶
対
地
代
部
分
プ
ラ
ス
差
額
地
代
部
分
の
総
計
が
地
代
と
し
て
実
現
さ
れ
る
。
つ
ま

り
表
A
で
ほ
所
有
権
内
対
象
と
し
て
の
土
地
所
有
の
独
占
と
農
業
資
本
の
低
位
構
成

i
i前
例
で
い
え
ば
剰
余
価
値
率
を
一

oodn、
資

本
の
回
転
を
年
一
回
と
す
れ
ば
、
工
業
の
平
均
的
資
本
構
成
が
き
口
!
?
5
4
で
あ
る
の
に
対
し
、
農
業
は
∞
C
ロ
+
N
O
〈
で
あ
る

l
lの
二
条
件

に
よ
り
、
農
産
物
の
価
値
ほ
生
産
価
格
以
上
と
な
り
、
こ
の

一
0
ポ
ン
ド
が
ん
よ
傾
絶
対
地
代
と
し
て
成
立
す
る
が
、

優
等
地

H
、
国

で
も
同
様
に
こ
の
土
地
所
有
の
独
占
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
一

0
ポ
ン
ド
の
絶
対
地
代
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
。
し
か
し
優
等
地
で
は
こ
れ

と
同
時
に
土
地
経
営
の
独
内
に
よ
り
、
間
取
劣
等
地
に
く
ら
ぺ
土
地
等
級

H
、
目
は
そ
れ
ぞ
れ
一

0
ポ
ン
ド
、
三

0
ポ
ン
ド
の
差
額
地
代
の

成
立
を
み
て
い
る
の
で
あ
る
。



す
な
わ
ち
資
本
制
社
会
に
お
い
て
は
、
土
地
所
有
は
最
劣
等
地
に
あ
っ
て
は
所
有
権
の
対
象
と
し
て
の
「
土
地
所
有
の
独
占
」
に
よ
り

絶
対
地
代
を
成
立
せ
し
め
、
優
等
地
に
あ
っ
て
は
こ
の
所
宥
椎
の
対
象
と
し
て
の
「
土
地
所
宥
の
独
占
一
に
よ
っ
て
生
ず
る
絶
対
地
代
の

ま
〉
亡
、

i

J
』

さ
ら
に
土
地
所
有
は
そ
の
形
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
経
済
的
豊
度
お
よ
び
経
済
的
距
離
に
お
け
る
土
地
種
類
の
不
等

性
お
よ
び
土
地
生
産
刀
心
逓
減
性
か
一
本
性
と
す
る
地
而
の
一
有
限
性
}
/
一
結
び
つ
い
て
、
「
土
地
経
営
内
独
占
」
を
生
ぜ
し
め
、
こ
の
結
決
超
過

利
叫
が
}
生
み
出
し
、
こ
の
超
過
利
潤
を
さ
ら
に
土
地
所
有
の
外
的
な
力
が
差
額
地
代
に
転
形
せ
し
め
る
と
い
う
役
割
JV一
来
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
レ

l
ニ
ン
の
い
う
「
二
重
の
独
占
」
の
も
つ
意
義
、
そ
の
役
割
の
差
を
想
起
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
優
等

地
の
経
世
の
場
合
は
、
所
有
権
の
対
象
と
し
て
の
土
地
所
有
の
独
占
と
経
営
の
対
象
と
し
て
の
土
地
経
営
の
独
占
と
の
「
二
重
の
独
占
」

が
存
在
し
て
お
り
、

そ
れ
故
優
等
地
で
は
絶
対
地
代
プ
ラ
ス
差
額
地
代
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
優
等
地
が
最
劣
等

地
へ
一
相
浴
し
た
場
合
で
も
、
差
額
地
代
は
消
滅
す
る
が
、
絶
対
地
代
部
分
は
依
然
と
し
て
投
下
賢
本
量
、
資
本
の
有
機
的
構
成
、
平
均
利

(
7
)
 

潤
率
が
町
一
な
ら
ば
同
一
量
の
絶
対
地
代
と
し
て
優
等
地
に
生
ず
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
?
仰
で
あ
る
。

(
7
〉
と
こ
ろ
が
乙
の
点
に
お
い
て
大
内
民
は
「
学
説
史
』
の
マ
ル
ク
ス
の
計
算
は
納
得
ゆ
か
な
い
と
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
独
自
の
見
解
を
述
べ

て
お
ら
れ
る
o

ナ
生
わ
ち
民
は
「
土
地
所
有
の
独
占
な
い
し
制
限
性
は
、
優
等
地
に
つ
い
て
は
、
ほ
ん
ら
い
作
川
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
」
〈
『
地

代
と
土
地
所
有
』
二
Q
四
支
え
「
か
り
に
新
た
に
優
等
地
が
耕
作
に
は
い
る
ば
あ
い
で
も
、
そ
れ
が
優
等
地
で
あ
る
か
ぎ
り
は
、
市
場
何
絡
を
限
界

地
の
生
産
価
格
以
上
に
高
め
る
よ
う
な
地
代
が
そ
こ
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
c

し
た
が
っ
て
土
地
所
有
の
独
占
は
、
じ
つ
は
限
界
地
に

お
い
て
の
ぷ
資
本
に
た
い
す
る
制
限
と
し
て
作
用
し
、
市
場
価
絡
を
高
め
る
力
を
も
っ
」
(
同
土
づ
そ
れ
故
「
絶
対
地
代
は
限
界
地
に
の
み
成
立
し
、

優
等
地
は
差
額
地
代
の
み
を
も
っ
と
結
論
」
(
向
上
二

O
六
瓦
)
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
c

し
か
し
新
た
仕
儀
等
地
が
耕
作
間
内
に
入
る
場
合
に
、

あ
ら
た
め
て
市
場
価
絡
を
高
め
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
す
で
に
そ
の
優
等
地
の
、
た
と
え
ば
新
た
な
る
優
等
地
を
C
地
と
す
れ
ば
、
す
で
に
ミ
の

C

地
と
同
じ
等
級
の
既
耕
地
の
絶
対
地
代
部
分
、
が
そ
の
と
き
の
良
品
性
物
の
市
場
価
格
を
規
制
す
る
価
低
部
分
と
し
て
農
産
物
価
値
に
人
含
ま
れ
、
作
川
し

て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
、
は
優
等
地
D
か
ら
劣
等
地
A
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
耕
地
に
対
し
、
ム
有
機
的
構
成
の
等
し
し
ν
長

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

九



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

四
0 

業
に
お
け
る
標
準
的
資
本
た
と
え
ば
3
C
C

十
ち
〈
が
投
下
さ
れ
て
お
り
、
剰
余
価
値
率
を
一

O
O
%と
す
れ
ば
、
こ
の
部
門
の
生
産
物
の
側
値
は
一

四
O
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
一
般
的
生
定
価
絡
一
二
0
2
0口
十
回
雪
十
M
O
L
・
℃
)
に
均
等
化
さ
れ
な
い
の
は
、
土
地
所
有
の
独
占
に
よ
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
関
係
は
D
か
ら
A
に
至
る
い
っ
さ
い
の
土
地
生
産
物
に
そ
れ
ぞ
れ
共
通
に
作
用
す
る
。
そ
れ
故
絶
対
地
代
は
限
界
地
の
み
な
ら
ず
優
等

地
を
も
含
め
て
い
っ
さ
い
の
借
入
地
に
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、
絶
対
地
代
は
農
業
資
本
の
有
機
的
構
成
の
低
位
と
士
地
所
有
の
独
占
と
い
う
こ
契

機
に
よ
り
、
土
地
の
豊
茂
(
位
置
を
も
含
め
て
)
に
直
接
か
か
わ
り
の
な
い
地
代
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
既
耕
地
に
成
立
す
る
も
の
に
は
か
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

か
く
し
て
優
等
地
の
絶
対
地
代
は
最
劣
等
地
と
同
一
の
大
き
さ
を
も
っ
と
い
う
円
学
説
史
』
の
見
解
が
正
し
く
、

ま
た
こ
の
『
学
説
史
」

の
見
解
は
そ
の
ま
ま
次
の
よ
う
な
『
資
本
論
』
の
絶
対
地
代
の
説
明
と
も
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
絶
対
地
代
の
本
質
は
、
つ
ぎ
の
点
、

す
な
わ
ち
、
相
異
な
る
生
産
諸
部
一
回
に
お
け
る
同
等
量
の
諸
資
本
は
、
同
等
な
剰
余
価
値
以
ー
ま
た
は
同
等
伝
労
働
搾
取
の
も
と
で
は
、
そ

れ
ら
の
資
本
の
平
均
構
成
が
異
な
る
に
応
じ
て
異
な
る
分
量
の
剰
余
価
他
を
年
産
す
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
工
業
で
は
、
こ
れ
ら
の
相

異
な
る
分
量
の
剰
余
価
値
は
平
均
利
潤
に
均
等
化
さ
れ
て
、
社
会
資
本
の
可
除
部
分
と
し
て
の
個
々
の
資
本
に
均
等
に
配
分
さ
れ
る
。
〔
と

こ
ろ
が
〕
土
地
所
有
は
、
生
産
が
農
業
の
た
め
に
で
あ
れ
原
料
採
取
の
た
め
に
で
あ
れ
土
地
を
必
要
と
す
る
ば
あ
い
に
は
、
土
地
に
投
下

さ
れ
た
詰
資
本
に
と
っ
て
の
右
の
均
等
化
を
妨
げ
る
の
で
あ
っ
て
、
さ
も
な
け
れ
ば
一
般
的
利
潤
率
へ
の
均
等
化
に
参
加
す
べ
き
剰
余
価

値
の
一
部
分
合
横
取
り
、
す
る
。
そ
の
場
合
に
は
地
代
は
、
商
品
の
価
値
・
く
わ
し
く
い
え
ば
剰
余
価
値
・
の
一
部
分
ー
ー
と
い
っ
て
7

も、

そ
れ
を
労
働
者
か
ら
取
り
あ
げ
た
資
本
家
階
級
に
で
は
な
く
、
そ
れ
を
資
本
家
か
ら
取
り
あ
げ
る
土
地
所
有
名
だ
け
に
帰
窟
す
る
部
分

i

ー
を
な
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
農
業
資
本
は
非
農
業
資
衣
}
中
の
同
等
量
一
の
一
部
分
に
比
し
よ
り
多
く
の
労
働
を
連
動
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
背
離
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
、

ま
た
は
総
じ
て
背
離
が
実
存
す
る
か
ど
う
か
は
、

工
業
に
較
べ
て
の

農
業
の
相
対
的
発
展
に
依
存
す
る
。
事
態
の
本
性
上
、
こ
の
差
等
は
農
業
の
進
歩
に
つ
れ
て
、

1

1
不
変
資
本
部
分
に
較
べ
て
可
変
資
本

部
分
の
減
少
す
る
割
合
が
工
業
資
本
で
は
農
業
資
本
で
よ
り
も
大
き
い
の
で
み
け
れ
ば
、

l
i減
少
す
る
に

い
ぼ
い
」
(
第
三
巻
八



-
一
一
京
、
沢
凶
i
一
口
八
七

l
八
頁
〉
O

か
く
し
て
「
単
位
量
」
説
よ
り
の
「
総
量
」
説
へ
の
批
判
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
た
、

ω問
自
の
代
数
式
に
お
い
て
「
総
量
」
説
を
と
れ
ぽ
、

ど
う
し
て
も
用
語
上
の
無
理
が
あ
る

制
「
土
地
は
単
に
土
地
と
し
て
は

般
に
何
ら
の
地
代
も
も
た
ら
さ
な
い
」
か
ら
、
地
代
の
分
析
の
出
発
点
は
単
位
面
積
で
は
な
く
単
位

生
産
物
で
あ
る

ω絶
対
地
代
の
大
き
さ
は
単
位
生
産
物
当
り
に
つ
い
て
は
豊
度
か
ら
独
立
し
て
同
一
で
あ
る
が
、
単
位
面
積
当
り
は
限
度
の
差
に
よ
り
異

な
る
、
と
い
う
批
判
は
い
ず
れ
も
正
し
い
批
判
で
は
な
く
、
「
総
量
」
説
よ
り
の
「
単
位
量
」
説
へ
の
批
判
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
、

ω
「
単
位
量
」
説
が
正
し
け
れ
ば
、

マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
で
「
詰
土
地
種
類
の
豊
能
度
の
差
等
に
か
か
わ
り
の
な
い
地
代
」
と
規
定

し
て
い
る
こ
と
と
矛
百
し
、

ま
た
優
等
地
の
絶
対
地
代
法
土
地
曲
程
度
か
ら
祉
立
し
て
常
に
同
一
で
あ
る
と
の
見
地
に
従
っ
て
表
を
作
成
し

て
い
る

の
見
解
と
も
矛
盾
す
る
。
だ
か
戸
内
用
語
上
の
無
理
に
と
ら
わ
れ
ず
、
「

説
の
立
場
に
立
っ
て
問
題
の
代
数
式
含

理
解
す
、
べ
き
で
あ
る

倒
「
土
地
は
単
に
土
地
と
し
て
は
一
般
に
何
ら
の
地
代
J
U
J
U

た
ら
さ
な
い
」
と
い
う
日
明
の
事
実
は
、

し
か
し
な
が
ら
、

だ
か
ら
絶
対
地

代
は
土
地
面
積
の
単
牝
当
り
で
同
一
で
は
な
く
、
単
位
当
り
生
広
物
に
つ
い
て
同
二
」
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い

ω絶
対
地
代
、
が
生
産
物
単
枚
当
り
で
農
度
に
よ
り
差
異
と
ぬ
プ
心
か
ら
こ
そ
、
土
地
問
積
当
り
じ
つ
い
て
は
豊
度
か
ら
独
立
し
て
不
変
な
の

で
あ
る

0

マ
ル
ク
ス
が
最
劣
等
地
で
差
額
地
代
を
論
じ
て
い
る
の
は
、
絶
対
地
代
が
畏
度
か
ら
無
関
係
だ
か
ら
で
あ
る

ω商
品
単
位
当
り
の
地
代
を
分
析
の
出
発
点
と
す
る
な
ら
ば
、
絶
対
地
代
と
農
業
資
本
の
低
位
構
成
と
の
結
び
つ
き
の
必
然
性
も
消
滅
し

て
し
ま
う
o

事
実
「
単
位
量
ー
一
説
に
あ
っ
て
は
、
絶
対
地
代
を
農
業
資
本
の
低
位
構
成
と
結
び
つ
け
て
は
考
え
て
い
怠
い
。
ま
た
農
業
資

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

匹|



「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て

四

本
の
一
低
位
構
成
は
何
ら
必
然
性
を
も
っ
た
も
の
で
な
い
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
前
提
が
欠
如
す
れ
ば
絶
対
地
代

は
消
滅
ず
る
と

L
て
い
る
マ
ル
ク
ス
の
こ
の
点
に
与
え
た
朝
刊
論
的
意
義
を
歪
曲
し
て
い
る
。
そ
L
て
た
と
え
ば
カ
ウ
ツ
キ

i
は
絶
対
地
代

を
独
占
地
代
に
置
き
か
え
て
い
る
、
と
い
う
見
解
が
正
し
い
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

不
合
理
な
表
現
で
あ
り
、

『
資
本
論
』
の
「
絶
対
地
代
の
存
在
は
差
額
地
代
の
一
法
則
か
ら
は
独
立
し
て
い
る
」
こ
と
を
一
不
す
代
数
式
が
「
総
量
」
説
的
解
釈
で
は

不
正
確
で
あ
る
と
し
て
「
単
位
量
」
説
的
解
釈
に
立
ち
、
そ
し
て
と
の
「
単
位
量
」
説
的
解
釈
を
『
資
本
論
』

の
見
解
で
あ
る
と
し
て
『
学
説
史
』
の
見
解
と
『
資
本
論
』

の
見
解
を
対
立
さ
せ
、
『
資
本
論
』

の
見
解
1
l実
は
寸
資
本
論
』
の
見
解

で
は
な
い
ー
ー
を
正
し
い
と
す
る
解
釈
は
誤
り
と
せ
ざ
る
を
え
沿
い
の
で
あ
っ
て
、
マ
ル
グ
ス
が
『
学
説
史
』
(
第
二
巻
第
二
部
四
八
頁
、
訳

四
五
頁
)
で
示
し
た
各
等
級
地
の
土
地
単
位
面
積
当
り
そ
れ
ぞ
れ
の
絶
対
地
代
、

差
額
地
代
お
よ
び
給
地
代
算
出
の
次
の
方
程
式
、

す
な

オっ
o-
":.) 

ト4. 

〉
-
H
N
-
H
H
'

ヨ
-
}
Y
H
Y

」

t.:> 

ロ
月
・
1
Y
{
者
・
!
門
司
H
M

乙心

。・

HN
・
1〉
-MN
・十円)・
HN
・
1
Z・
2
!日
三
十
日
司
・

l

p

P

4

十

7

Z・4
l
H
Y
P

(〉
-HF
は
格
対
地
代
、
日
)
-
H
F
ぽ
差
額
地
代
、
。
・
HN
・
は
総
地
代
、

ζ
・
弓
・
は
市
場
価
値
、

H-
巧
・
ば
個
別
的
価
値
、

H
J
H
f
は
生
夜
価
格
を
一
ポ
す
c

た
だ
し
い
ず
れ
月
も
単
位
面
積
当
り
総
数
)

は
そ
の
空
支
『
資
木
論
』
の
見
解
と
は
一
の
も
の
で
あ
っ
て
、

(
8
)
(
9
)
 

も
理
論
的
撞
着
も
な
い
と
解
釈
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

『
資
木
論
』
と
「
学
説
史
』

の
見
解
に
法
こ
の
点
に
お
い
て
何
ら
の
差
異

(
8
)

蛇
是
な
が
ら
『
学
説
由
民
』
の
方
程
式
に
よ
る
計
算
と
カ
ウ
ツ
キ
ー
の
見
解
に
一
よ
る
計
算
と
を
、

差
額
地
代
、
絶
対
地
代
、
総
地
代
を
計
算
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
o

マ
ル
ク
ス
の
基
本
表
の
数
字
に
よ
り
行
な
い
、
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7
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6
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1
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B
地
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A
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-
6
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1
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c
l
'
也
の
A
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7
0
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6
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1
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D
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の
A
.
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7
0
-
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吹
か
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帝
-
Q
~
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M
.
 P
.
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M
.
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.
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A
.
 R
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M
tf!.の

A
.
R
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7
0
-

6
0
=
1
0
 

B
地
の
A
.
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1
4
0
-
1
2
0
=
2
0
 

Cl'tf!.の
A
.
R.

2
1
0
-
1
8
0
=
3
0
 

乱
1
.
W
.
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W
.
=
D
.
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A
地
の

D
.
R.

7
0
-
7
0
=
0
 

B
地
の

D
.
R.

1
4
0
-
7
0
=
7
0
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1
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D
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格
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値
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市
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値

l
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l
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一
三

コ
三

ト
ナ

ー
(

竺
ン

ト
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ト
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一
戸

額
地

代
l
絶

対
地

代
|

総
地

代
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当
り
)

当
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当
り
〉

i
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ェ
ン
ト
ナ
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i
マ
ノ
レ
グ
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マ
ノ
レ
ク
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マ
ル

ク
マ
ノ
レ
ク

マ
ノ
レ
グ

A
 

I
 

320 
12.50 

15.00 
15.00 

800 
800 

B
!

 
400 

10.00 
12.00 

15.00 

C
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8
 %

 
10 %
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